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モ
ハ
ン
マ
ド
・
ラ
マ
ザ
ー
ニ
ー
と
『
書
物K

etāb

』

│
│
一
九
二
〇
年
代
の
イ
ラ
ン
に
お
け
る
書
籍
の
出
版
状
況
を
め
ぐ
っ
て
│
│

爲

永

憲

司

一

は
じ
め
に

一
九
世
紀
初
頭
以
降
に
お
け
る
出
版
・
印
刷
の
本
格
的
な
導
入

と
発
展
は
近
代
化
へ
の
要
求
と
密
接
に
関
係
し
、
そ
の
副
産
物
で

あ
る
と
と
も
に
、
イ
ラ
ン
の
「
近
代
」
の
形
成
に
大
き
な
役
割
を

果
た
す
も
の
で
あ
っ
た
（
1
）
。
皇
太
子
ア
ッ
バ
ー
ス
・
ミ
ー
ル
ザ
ー
治

下
の
タ
ブ
リ
ー
ズ
で
最
初
の
活
版
印
刷
機
が
導
入
さ
れ
て
以
来
、

イ
ラ
ン
の
主
要
都
市
に
は
印
刷
所
が
建
設
さ
れ
、
活
版
や
石
版
に

よ
っ
て
書
籍
の
印
刷
が
進
み
、
一
八
三
七
年
に
は
最
初
の
新
聞
が

発
行
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
一
八
五
一
年
の
ダ
ー
ロ
ル
・
フ
ォ
ヌ

ー
ンD

ār
al-Fonūn

の
設
立
は
イ
ラ
ン
の
出
版
文
化
の
形
成
を

前
進
さ
せ
る
こ
と
に
な
り
、
同
校
の
教
師
や
学
生
に
よ
っ
て
教
科

書
の
出
版
や
翻
訳
が
進
展
し
た
。
ま
た
、
ガ
ー
ジ
ャ
ー
ル
朝
政
府

が
設
置
し
た
印
刷
局
や
翻
訳
局
に
よ
っ
て
西
洋
の
書
物
の
翻
訳
、

ペ
ル
シ
ア
語
や
ア
ラ
ビ
ア
語
の
古
典
の
出
版
が
行
わ
れ
、
出
版
は

主
と
し
て
政
府
の
管
理
下
に
発
展
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
（
2
）
。
そ
の

後
、
一
九
世
紀
後
半
か
ら
二
〇
世
紀
初
頭
に
か
け
て
の
教
育
制
度

の
拡
充
、
新
聞
発
行
の
拡
大
、
教
育
協
会A

njom
an-e

M
a

�āref

・

や
書
籍
印
刷
会
社Sharkat-e

T
ab

�-eK
otob

と
い
っ
た
ガ
ー
ジ

ャ
ー
ル
朝
政
府
要
人
・
官
僚
ら
に
よ
る
文
化
的
諸
機
関
の
設
立
と

平
行
し
て
、
書
籍
の
出
版
は
さ
ら
に
進
展
し
、
テ
ヘ
ラ
ン
に
は
書

店
街
が
形
成
さ
れ
て
い
く
。
立
憲
革
命
期
に
は
、
基
本
法
補
則
に

出
版
の
自
由
と
検
閲
の
廃
止
が
明
記
さ
れ
、
さ
ら
に
、
出
版
法
が

制
定
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
書
籍
の
出
版
や
販
売
に
関
す
る
法
整

備
が
な
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
レ
ザ
ー
・
シ
ャ
ー
期
に
な
る
と
政
府

に
よ
る
検
閲
が
強
化
さ
れ
る
一
方
、
テ
ヘ
ラ
ン
で
は
書
店
数
が
増

加
し
て
い
き
、
リ
テ
ラ
シ
ー
の
拡
大
と
と
も
に
次
第
に
出
版
文
化

が
形
成
さ
れ
て
い
く
の
で
あ
る
。

モ
ハ
ン
マ
ド
・
ラ
マ
ザ
ー
ニ
ー
と
『
書
物K

etāb

』

五
九
（
五
九
）



本
稿
で
取
り
上
げ
る
モ
ハ
ン
マ
ド
・
ラ
マ
ザ
ー
ニ
ー
（
一
九
〇

四
―
一
九
六
七
）
は
、
そ
う
し
た
時
代
を
背
景
に
、
一
九
二
〇
年

代
に
テ
ヘ
ラ
ン
で
書
店
を
開
業
し
、
出
版
文
化
の
発
展
に
大
き
く

貢
献
し
た
人
物
で
あ
る
。
彼
は
生
涯
に
五
五
〇
点
以
上
の
書
籍
を

出
版
し
、
四
万
点
の
書
籍
を
購
入
し
た
と
い
う
。
ゆ
え
に
、
彼
は

「
イ
ラ
ン
の
書
物
の
父pedar-e

ketāb-e
Īrān

」
と
呼
ば
れ
、「
書

物ketāb

と
い
う
言
葉
は
彼
の
生
涯
に
永
遠
に
結
び
つ
い
て
い

る
」
と
語
ら
れ
る
。
彼
は
一
九
三
二
・
三
三
年
に
『
書
物
』
と
い

う
、
書
籍
の
紹
介
を
目
的
と
す
る
冊
子
を
刊
行
し
た
（
3
）
。
こ
の
冊
子

に
は
一
九
二
二
年
か
ら
一
九
三
一
年
に
イ
ラ
ン
で
出
版
さ
れ
た
書

籍
の
目
録
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
当
時
ど
の
よ
う
な
書
籍
が
出
版

さ
れ
、
ど
の
よ
う
な
書
籍
に
需
要
が
あ
っ
た
か
を
知
る
こ
と
が
で

き
る
。
彼
は
出
版
人
と
し
て
、
イ
ラ
ン
の
近
代
出
版
文
化
史
上
に

そ
の
名
を
残
す
人
物
で
あ
る
が
、
日
本
や
欧
米
に
お
い
て
そ
の
生

涯
と
業
績
が
紹
介
さ
れ
る
こ
と
は
な
く
、
ペ
ル
シ
ア
語
で
も
、
彼

が
経
営
し
て
い
た
ハ
ー
ヴ
ァ
ル
書
店
と
『
書
物
』
に
つ
い
て
の
セ

イ
エ
ド
・
フ
ァ
リ
ー
ド
・
ガ
ー
セ
ミ
ー
に
よ
る
簡
単
な
紹
介
が
あ

る
だ
け
で
あ
る
（
4
）
。
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
モ
ハ
ン
マ
ド
・
ラ
マ
ザ

ー
ニ
ー
の
生
涯
と
『
書
物
』
に
つ
い
て
簡
潔
に
説
明
を
加
え
た
後
、

『
書
物
』
の
内
容
を
通
じ
て
一
九
二
〇
年
代
か
ら
三
〇
年
代
初
頭

の
イ
ラ
ン
の
出
版
状
況
に
つ
い
て
分
析
す
る
。
戦
間
期
イ
ラ
ン
の

歴
史
的
展
開
に
つ
い
て
は
様
々
な
視
点
か
ら
の
先
行
研
究
が
あ
り
、

専
門
書
や
論
文
集
も
多
数
出
版
さ
れ
て
い
る
（
5
）
。
し
か
し
、
そ
こ
で

は
、
い
か
な
る
書
籍
に
よ
っ
て
政
治
や
経
済
や
文
化
に
関
す
る
当

時
の
政
策
や
言
論
の
土
台
が
形
成
さ
れ
て
い
た
の
か
と
い
う
点
は

看
過
さ
れ
て
き
た
。
ま
た
、
代
表
的
な
知
識
人
に
関
す
る
研
究
に

お
い
て
も
、
彼
ら
の
主
著
だ
け
が
取
り
上
げ
ら
れ
、
彼
ら
の
知
的

形
成
の
周
辺
に
存
在
し
た
書
籍
の
多
く
は
議
論
さ
れ
る
こ
と
が
少

な
い
。
同
様
に
、
イ
ラ
ン
出
版
史
研
究
に
お
い
て
も
新
聞
を
中
心

と
す
る
言
論
へ
の
弾
圧
や
検
閲
制
度
の
変
遷
に
焦
点
を
当
て
る
傾

向
が
強
い
。
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
先
行
研
究
に
お
い
て
考
察
の
対

象
と
さ
れ
て
き
た
知
識
人
の
「
言
説
」
か
ら
「
言
説
の
周
辺
」
に

視
点
を
移
し
、
ラ
マ
ザ
ー
ニ
ー
の
生
涯
と
『
書
物
』
の
分
析
を
通

じ
て
、
一
九
二
〇
年
代
の
出
版
文
化
の
普
及
に
お
け
る
彼
の
貢
献

を
評
価
し
た
後
、
当
時
の
知
識
人
に
よ
っ
て
出
版
さ
れ
、
彼
ら
の

言
説
を
取
り
巻
い
て
い
た
書
籍
の
特
徴
を
考
察
す
る
。

二

モ
ハ
ン
マ
ド
・
ラ
マ
ザ
ー
ニ
ー
の
生
涯

モ
ハ
ン
マ
ド
・
ラ
マ
ザ
ー
ニ
ー
は
、
一
九
〇
四
年
に
書
籍
商
の

子
と
し
て
テ
ヘ
ラ
ン
に
生
ま
れ
た
（
6
）
。
父
ハ
ー
ッ
ジ
・
ミ
ー
ル
ザ

ー
・
ア
リ
ー
・
ア
ス
ガ
ル
（
一
八
七
一
―
一
九
三
七
）
は
カ
ー
シ

ャ
ー
ン
出
身
で
、
一
九
〇
六
年
頃
か
ら
テ
ヘ
ラ
ン
の
ハ
ー
ジ
ェ
ボ

史

学

第
七
八
巻

第
一
・
二
号

六
〇
（
六
〇
）



・

ッ
ド
ウ
レ
の
テ
ィ
ー
ム
チ
ェT

ı̄m
cheh-ye

H
ājeb

al-D
ow

le

で

書
店
を
創
業
し
た
（
7
）
。
立
憲
革
命
期
に
は
ア
ラ
ー
ク
州
の
ア
ン
ジ
ョ

マ
ン
の
議
長
を
務
め
た
こ
と
も
あ
り
、
当
時
の
名
士
の
一
人
で
あ

っ
た
と
い
う
（
8
）
。
彼
に
は
四
人
の
息
子
が
お
り
、
末
弟
の
ジ
ャ
ヴ
ァ

ー
ド
を
除
い
て
み
な
書
籍
商
に
な
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
モ
ハ
ン
マ

ド
、
エ
ブ
ラ
ー
ヒ
ー
ム
、
マ
フ
ム
ー
ド
の
三
名
で
あ
る
（
9
）
。
幼
少
期

の
家
庭
環
境
に
つ
い
て
、
ラ
マ
ザ
ー
ニ
ー
は
次
の
よ
う
に
回
想
し

て
い
る
。

「
我
々
の
家
族
の
間
で
は
、
書
物
は
中
心
的
な
役
割
を
果
た

し
て
い
た
。
私
は
子
供
の
時
分
か
ら
書
物
に
親
し
ん
だ
。
み
な

が
父
を
本
屋ketābforūsh

と
呼
ん
だ
か
ら
で
あ
る
。
彼
へ
の

電
報
の
宛
名
も
本
屋ketābforūsh

と
な
っ
て
い
た
。
私
自
身

も
幼
い
頃
か
ら
書
物
に
対
し
て
多
大
の
愛
着
と
関
心
を
抱
い
て

い
た
（
10
）
。」

幼
少
期
か
ら
書
物
へ
の
関
心
を
深
め
て
い
っ
た
ラ
マ
ザ
ー
ニ
ー

は
一
九
一
六
年
に
ソ
ル
タ
ー
ニ
ー
エ
学
院M

adreseh-ye
Sol-

・

tānı̄ye

を
、
一
九
一
八
年
に
政
治
学
院M

adreseh-ye

�Olūm
-e

Siyāsı̄ （
11
）
を
卒
業
し
た
。
そ
の
後
し
ば
ら
く
の
間
、『
シ
ャ
フ
ァ

ゲ
・
ソ
ル
フShafaq-e

Sorkh

』
紙
な
ど
の
校
正
を
し
な
が
ら
書

店
開
業
の
た
め
の
資
金
を
蓄
え
た
。
彼
の
父
は
相
当
な
額
の
財
産

を
遺
し
て
い
た
と
も
い
わ
れ
、
こ
れ
を
資
本
に
文
化
活
動
に
参
入

し
て
い
っ
た
と
思
わ
れ
る
（
12
）
。
そ
の
後
、
彼
は
一
九
二
〇
年
に
私
費

を
投
じ
て
フ
ァ
ル
マ
ー
ン
・
フ
ァ
ル
マ
ー
通
り
に
エ
ッ
テ
フ
ァ
ー

グ
読
書
室Q

arā

�atkhāneh-ye
E
ttefāq

を
設
立
し
た
。
そ
の
時

代
に
彼
が
最
初
に
出
版
し
た
書
籍
は
、
一
九
二
一
年
の
レ
ザ
ー
ザ

・

ー
デ
・
シ
ャ
フ
ァ
グ
『
経
済
論
集M

ajm
ū

�eh-ye
E
qtesād

』
で

あ
っ
た
。
一
九
二
三
年
に
は
、
ナ
ー
セ
リ
ー
エ
通
り
に
シ
ャ
ル
グ

書
店
を
設
立
し
、
そ
こ
か
ら
二
年
間
で
五
十
点
の
書
籍
を
刊
行
し

た
。
父
や
弟
も
書
籍
販
売
業
に
従
事
し
て
い
た
た
め
、
一
九
二
七

年
に
シ
ャ
ル
グ
書
店
を
弟
マ
フ
ム
ー
ド
に
譲
り
、
翌
年
、
ハ
ー
ヴ

ァ
ル
書
店
を
設
立
し
た
。
彼
は
、
一
般
家
庭
に
多
く
の
書
籍
を
届

・

け
る
た
め
に
、
何
度
か
書
籍
の
「
特
売harrāj

」
を
行
っ
た
と
い

わ
れ
（
13
）
、
息
子
モ
フ
セ
ン
・
ラ
マ
ザ
ー
ニ
ー
に
よ
れ
ば
、
彼
の
功
績

の
一
つ
は
「
書
物
の
大
衆
化m

ardom
ı̄-kardan

」
に
あ
っ
た
と

さ
れ
る
（
14
）
。
ま
た
、
彼
は
新
聞
・
雑
誌
や
書
籍
の
収
集
を
行
い
、
貴

重
な
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
築
き
上
げ
た
。
モ
フ
セ
ン
・
ラ
マ
ザ
ー
ニ

ー
は
、
こ
れ
に
つ
い
て
も
二
つ
の
思
い
出
を
語
っ
て
い
る
（
15
）
。
一
つ

は
、
サ
ー
ヴ
ァ
ー
クSA

V
A
K

が
何
ら
か
の
理
由
で
父
の
店
を
捜

査
し
た
が
、
膨
大
な
書
物
の
山
を
前
に
し
て
帰
っ
て
し
ま
っ
た
と

い
う
話
。
も
う
一
つ
は
、
あ
る
日
、
家
を
出
た
父
が
、
途
中
で
古

モ
ハ
ン
マ
ド
・
ラ
マ
ザ
ー
ニ
ー
と
『
書
物K

etāb

』

六
一
（
六
一
）



新
聞
を
見
つ
け
、
そ
れ
ら
の
埃
で
服
を
真
っ
白
に
し
て
持
ち
帰
っ

て
き
た
と
い
う
話
で
あ
る
。『
書
物
』
の
発
行
に
も
、
こ
う
し
た

日
々
の
書
籍
収
集
の
成
果
が
活
か
さ
れ
て
い
た
わ
け
で
あ
る
。

彼
は
書
籍
の
出
版
と
並
行
し
て
自
ら
定
期
刊
行
物
の
出
版
も
行

っ
た
。
最
初
に
出
版
し
た
の
は
、
一
九
二
三
年
に
第
一
号
を
発
行

し
た
『
テ
ジ
ャ
ー
ラ
トT

ejārat

』
誌
で
あ
り
、
こ
れ
は
数
号
を

出
し
て
休
刊
し
た
が
、
そ
の
直
後
に
『
シ
ャ
ル
グSharq

』
誌
を

発
行
し
た
。
文
学
・
哲
学
・
科
学
の
研
究
と
一
般
読
者
の
啓
蒙
を

標
榜
し
た
『
シ
ャ
ル
グ
』
誌
は
通
巻
で
四
巻
発
行
さ
れ
た
。
第
一

巻
は
一
号
き
り
で
終
わ
っ
た
。
一
年
半
の
中
断
を
挟
ん
で
再
刊
さ

れ
た
第
二
巻
も
一
号
（
一
九
二
六
年
）
を
発
行
し
た
だ
け
で
あ
っ

た
が
、
四
年
後
に
再
々
刊
さ
れ
た
第
三
巻
は
計
十
二
号
（
一
九
三

一
年
）
を
出
し
た
。
そ
の
間
、
第
一
巻
で
は
自
ら
編
集
人
を
兼
務

し
、
第
二
巻
で
は
編
集
人
に
ナ
ス
ロ
ッ
ラ
ー
・
フ
ァ
ル
サ
フ
ィ
ー

を
、
第
三
巻
で
は
サ
イ
ー
ド
・
ナ
フ
ィ
ー
ス
ィ
ー
を
迎
え
、
誌
面

の
充
実
に
努
め
た
。
当
時
の
著
名
な
学
者
・
文
人
が
編
集
し
、
寄

稿
し
た
た
め
、
今
日
で
も
同
誌
の
文
学
的
意
義
は
高
い
と
い
え
る
（
16
）
。

ま
た
、『
ア
フ
サ
ー
ネA

fsāneh

』
と
い
う
定
期
発
行
の
小
話

集
を
刊
行
し
た
こ
と
も
彼
の
重
要
な
業
績
の
一
つ
で
あ
る
（
17
）
。
こ
れ

は
読
書
文
化
の
普
及
の
た
め
に
国
内
外
の
小
説
を
掲
載
し
た
小
冊

子
で
、
形
態
は
雑
誌
と
も
書
籍
と
も
つ
か
な
い
、
そ
の
中
間
の
よ

う
な
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
（
18
）
。
一
九
二
七
年
か
ら
一
九
三
一
年
ま

で
三
巻
に
わ
た
っ
て
刊
行
さ
れ
、
外
国
文
学
の
翻
訳
に
加
え
て
、

サ
ー
デ
グ
・
ヘ
ダ
ー
ヤ
ト
、
ボ
ゾ
ル
グ
・
ア
ラ
ヴ
ィ
ー
、
ニ
ー
マ

ー
・
ユ
ー
シ
ー
ジ
ら
の
作
品
が
掲
載
さ
れ
た
こ
と
は
イ
ラ
ン
近
代

文
学
史
上
に
お
い
て
重
要
で
あ
る
。

こ
う
し
た
文
芸
誌
の
発
行
を
通
じ
て
、
ラ
マ
ザ
ー
ニ
ー
は
多
く

の
知
識
人
と
交
流
を
持
っ
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
ハ
ー
ヴ
ァ
ル
書

店
自
体
も
彼
ら
の
交
流
の
場
と
し
て
機
能
し
て
い
た
。
バ
グ
ダ
ー

ド
に
生
ま
れ
、
ガ
ー
ジ
ャ
ー
ル
朝
の
官
僚
と
し
て
特
に
ペ
ル
シ
ア

湾
沿
岸
地
方
に
勤
務
す
る
こ
と
の
多
か
っ
た
モ
ハ
ン
マ
ド
・
ア
リ

ー
・
ハ
ー
ン
・
サ
デ
ィ
ー
ド
ッ
・
サ
ル
タ
ネ
が
一
九
二
〇
年
代
末

に
テ
ヘ
ラ
ン
を
訪
れ
た
際
の
旅
行
記
に
は
、
そ
う
し
た
交
流
の
様

子
が
細
か
く
記
さ
れ
て
い
る
。
目
的
は
書
籍
の
購
入
や
出
版
の
交

渉
の
た
め
で
あ
る
こ
と
が
多
い
が
、
そ
う
し
た
行
動
の
中
で
書
店

と
い
う
場
を
通
じ
て
様
々
な
文
学
者
や
政
治
家
と
交
流
し
て
い
る
。

例
え
ば
、
一
九
二
八
年
七
月
か
ら
一
九
三
〇
年
八
月
に
か
け
て
、

彼
が
書
店
を
訪
れ
た
日
数
は
七
〇
日
以
上
あ
る
（
19
）
。
訪
れ
て
い
た
の

は
テ
ヘ
ラ
ン
書
店
、
ハ
ー
フ
ェ
ズ
書
店
、
ア
ダ
ブ
書
店
、
シ
ャ
ル

グ
書
店
と
い
っ
た
当
時
の
テ
ヘ
ラ
ン
の
有
力
書
店
で
、
学
者
や
文

筆
家
、
国
会
議
員
、
官
僚
、
検
察
官
、
弁
護
士
、
ウ
ラ
マ
ー
な
ど
、

様
々
な
人
々
に
会
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
当
時
の
知
識
人
た
ち
が

史
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書
店
を
通
じ
て
人
間
関
係
を
形
成
し
て
い
た
こ
と
を
証
拠
づ
け
る

も
の
で
あ
り
、
そ
う
し
た
場
の
一
つ
が
ハ
ー
ヴ
ァ
ル
書
店
で
あ
っ

た
。『
書
物
』
の
発
行
は
、
こ
の
よ
う
な
書
店
を
通
じ
て
築
か
れ

た
人
間
関
係
を
背
景
に
し
て
い
る
。

第
二
次
世
界
大
戦
後
は
、
教
科
書
の
販
売
を
め
ぐ
っ
て
政
府
及

び
教
育
省
と
度
々
衝
突
し
た
。
彼
は
、
そ
の
当
時
の
教
科
書
価
格

が
高
い
た
め
に
一
部
の
人
々
が
満
足
な
教
育
を
受
け
ら
れ
な
い
で

い
る
と
し
て
、
教
科
書
の
値
下
げ
を
政
府
に
要
求
し
、
そ
の
た
め

に
警
察
に
逮
捕
さ
れ
た
こ
と
も
あ
っ
た
と
い
う
（
20
）
。
ま
た
、
テ
ヘ
ラ

・

ン
出
版
業
者
・
書
籍
商
組
合E

ttehādı̄yeh-ye
N
āsherān

va

K
etābforūshān-e

T
ehrān

を
創
設
し
て
出
版
界
の
権
利
拡
大
と

相
互
扶
助
の
た
め
に
活
動
し
（
21
）
、
一
九
五
七
年
に
は
副
理
事
長
を
、

一
九
六
〇
年
か
ら
一
九
六
四
年
に
は
理
事
長
を
務
め
た
。
晩
年
、

本
人
の
強
い
意
志
に
よ
っ
て
ゴ
ム
の
大
モ
ス
ク
附
属
図
書
館
に
膨

大
な
蔵
書
の
一
部
を
寄
贈
し
、
死
後
、
彼
が
収
集
し
た
新
聞
・
雑

誌
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
テ
ヘ
ラ
ン
大
学
中
央
図
書
館
に
寄
贈
さ
れ

た
。
彼
が
書
物
と
と
も
に
過
ご
し
た
生
涯
を
終
え
た
の
は
一
九
六

七
年
の
こ
と
で
あ
る
。

三
『
書
物
』
の
概
要

『
書
物
』
は
一
三
一
一
年
（
西
暦
一
九
三
二
年
か
ら
一
九
三
三

年
）
に
テ
ヘ
ラ
ン
で
発
行
さ
れ
た
。
こ
の
冊
子
は
イ
ラ
ン
で
最
初

の
書
籍
に
関
す
る
定
期
刊
行
物
だ
と
言
わ
れ
、
全
四
部
か
ら
成
っ

て
お
り
、
い
ず
れ
も
同
じ
年
に
三
ヶ
月
ご
と
に
発
行
さ
れ
た
も
の

で
あ
る
。
第
五
部
ま
で
発
行
さ
れ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
が
そ
れ

は
収
録
さ
れ
て
お
ら
ず
、
そ
の
後
は
続
刊
さ
れ
な
か
っ
た
も
の
と

み
ら
れ
る
（
22
）
。
冊
子
自
体
の
価
格
は
四
部
で
十
リ
ヤ
ル
、
三
〇
〇
〇

部
が
印
刷
さ
れ
た
。
発
行
の
範
囲
は
テ
ヘ
ラ
ン
居
住
者
の
み
を
対

象
と
し
た
も
の
で
は
な
く
、
ハ
ー
ヴ
ァ
ル
書
店
と
の
取
引
規
約
に

見
ら
れ
る
よ
う
に
、
地
方
の
諸
都
市
か
ら
の
注
文
も
想
定
さ
れ
て

い
た
（
23
）
。
発
行
の
目
的
は
、
過
去
十
年
間
に
イ
ラ
ン
国
内
外
で
出
版

さ
れ
た
ペ
ル
シ
ア
語
書
籍
の
目
録
を
作
成
し
て
広
く
一
般
に
伝
え
、

良
書
の
紹
介
を
行
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
第
一
部
冒
頭
に
は
「
書
籍

目
録
と
は
何
か
」
と
い
う
見
出
し
で
次
の
よ
う
な
文
章
が
掲
載
さ

れ
て
い
る
。

「
書
物
を
愛
す
る
人
々
に
と
っ
て
最
も
必
要
な
こ
と
の
一
つ

は
、
ペ
ル
シ
ア
語
で
印
刷
さ
れ
、
出
版
さ
れ
た
書
物
の
総
合
的

な
目
録
を
持
つ
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
書
店
の
出
版
物
の

数
が
最
近
十
年
間
に
イ
ラ
ン
で
出
版
さ
れ
た
書
物
の
総
数
よ
り

も
多
い
よ
う
な
文
明
化
し
た
国
々
で
は
、
書
物
を
求
め
る
者
に

不
便
が
な
い
よ
う
に
、
総
合
的
で
有
益
な
目
録
が
存
在
す
る
。
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し
か
し
、
イ
ラ
ン
で
は
そ
れ
ぞ
れ
の
書
店
の
出
版
物
が
非
常
に

限
ら
れ
た
数
で
あ
る
た
め
、
苦
労
し
て
目
録
を
準
備
し
て
も
評

価
さ
れ
な
い
。
よ
っ
て
、
た
だ
ち
に
ペ
ル
シ
ア
語
の
出
版
物
の

た
め
の
総
合
的
な
目
録
を
準
備
し
、
書
物
を
求
め
る
人
々
の
不

便
を
取
り
除
く
こ
と
は
期
待
で
き
な
い
（
24
）
。」

彼
は
こ
の
よ
う
に
現
状
を
分
析
し
、
完
全
な
目
録
作
成
の
難
し

さ
を
指
摘
し
つ
つ
、
ペ
ル
シ
ア
語
書
籍
目
録
の
不
在
と
い
う
読
書

人
に
と
っ
て
の
損
失
を
埋
め
合
わ
せ
る
た
め
に
、
最
近
十
年
間
に

イ
ラ
ン
や
イ
ラ
ン
国
外
で
出
版
さ
れ
た
総
合
的
な
書
籍
目
録
を
作

成
し
、
人
々
の
利
用
に
供
し
た
い
と
い
う
決
意
を
述
べ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
次
の
よ
う
な
呼
び
か
け
を
し
て
、
ペ
ル
シ
ア
語
書
籍
に

関
す
る
出
来
る
限
り
多
く
の
情
報
提
供
を
求
め
て
い
る
。

「
我
々
は
著
者
や
出
版
者
や
書
物
を
愛
す
る
人
々
に
対
し
て
、

自
分
が
出
版
し
た
書
物
か
ら
一
冊
を
出
来
る
限
り
速
や
か
に
ハ

ー
ヴ
ァ
ル
書
店
に
送
っ
て
く
れ
る
よ
う
求
め
る
。
こ
の
一
冊
に

対
し
て
書
籍
目
録
四
部
、
或
い
は
、
送
ら
れ
た
書
物
と
同
じ
価

格
の
ハ
ー
ヴ
ァ
ル
書
店
の
出
版
物
を
彼
ら
に
送
る
つ
も
り
で
あ

る
。
こ
れ
は
著
者
や
出
版
者
の
出
版
物
を
紹
介
す
る
最
良
の
手

段
と
な
ろ
う
。
書
物
の
提
供
を
望
ま
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
書
名
、

著
者
名
、
印
刷
所
名
、
出
版
地
、
出
版
年
月
日
に
関
す
る
簡
潔

な
説
明
を
書
き
、
我
々
の
と
こ
ろ
に
送
っ
て
い
た
だ
き
た

い
（
25
）。」

こ
こ
で
彼
が
述
べ
て
い
る
「
著
者
や
出
版
者
や
書
物
を
愛
す
る

人
々
」
と
は
誰
を
指
す
の
か
、
書
籍
の
流
通
範
囲
が
明
ら
か
に
な

っ
て
い
な
い
現
状
で
は
断
定
で
き
な
い
。『
書
物
』
に
掲
載
さ
れ

て
い
る
書
籍
は
、
古
典
文
学
を
除
く
ほ
と
ん
ど
が
、
ガ
ー
ジ
ャ
ー

ル
朝
末
期
か
ら
パ
フ
ラ
ヴ
ィ
ー
朝
初
期
に
か
け
て
の
支
配
階
級
や

ウ
ラ
マ
ー
、
ま
た
は
官
僚
や
文
筆
家
や
教
師
な
ど
の
「
近
代
的
都

市
中
間
層
（
26
）
」
に
よ
っ
て
執
筆
や
翻
訳
が
行
わ
れ
て
い
る
点
、
当
時
、

書
籍
は
相
対
的
に
高
価
な
商
品
で
あ
り
、
一
定
の
購
買
力
を
有
し

た
階
層
以
外
は
簡
単
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
と
思
わ
れ

る
点
（
27
）
、
民
衆
の
リ
テ
ラ
シ
ー
の
低
さ
（
28
）
、
ラ
マ
ザ
ー
ニ
ー
の
個
人
的

な
人
間
関
係
な
ど
か
ら
、
広
義
の
知
識
人
層
の
こ
と
を
示
す
の
で

は
な
い
か
と
推
測
す
る
ほ
か
な
い
。

目
録
の
内
容
の
検
討
は
後
に
行
う
こ
と
に
し
て
、
こ
こ
で
は
各

部
の
特
徴
に
つ
い
て
の
概
略
を
述
べ
る
こ
と
に
す
る
。
第
一
部
は

四
十
頁
で
、
過
去
十
年
間
に
ハ
ー
ヴ
ァ
ル
書
店
が
出
版
し
た
書
籍
、

過
去
十
年
間
に
イ
ラ
ン
で
出
版
さ
れ
た
歴
史
・
地
理
書
及
び
こ
れ

ま
で
に
出
版
さ
れ
た
雑
誌
の
紹
介
に
当
て
ら
れ
て
い
る
。
ま
ず
、

史
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冒
頭
に
ハ
ー
ヴ
ァ
ル
書
店
の
紹
介
、
先
ほ
ど
述
べ
た
目
録
の
説
明
、

ハ
ー
ヴ
ァ
ル
書
店
に
よ
る
『
シ
ャ
ー
・
ナ
ー
メ
』
の
出
版
予
告
（
２９
）
、

『
シ
ャ
ル
グ
』
誌
の
紹
介
及
び
同
誌
へ
の
主
要
な
寄
稿
者
の
紹
介

が
行
わ
れ
る
。
歴
史
・
地
理
書
の
項
目
及
び
雑
誌
の
紹
介
部
分
を

除
く
と
、
第
一
部
は
彼
自
身
に
よ
る
ハ
ー
ヴ
ァ
ル
書
店
の
十
年
間

の
活
動
の
評
価
で
あ
り
、
ま
た
、
同
書
店
が
出
版
し
た
書
籍
の
宣

伝
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
こ
の
部
で
は
そ
れ
ぞ
れ
の
書
籍
の
内
容

が
簡
潔
に
述
べ
ら
れ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
が
有
す
る
価
値
が
強
調

さ
れ
て
い
る
。
雑
誌
は
全
部
で
四
四
点
に
上
り
、
便
宜
上
、
①
政

府
系
雑
誌
（
一
一
点
）、
②
一
三
一
〇
年
ま
で
発
行
が
継
続
さ
れ

な
か
っ
た
非
政
府
系
雑
誌
（
二
三
点
）、
③
一
三
一
〇
年
ま
で
発

行
が
継
続
さ
れ
た
非
政
府
系
雑
誌
（
一
〇
点
）、
に
分
類
さ
れ
て

い
る
が
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
で
発
行
さ
れ
た
雑
誌
（『
カ
ー
ボ
ル

K
ābol

』
誌
）
が
テ
ヘ
ラ
ン
で
流
通
し
て
い
た
点
は
特
に
興
味
深

い
。合

冊
に
な
っ
て
い
る
第
二
部
は
六
十
四
頁
で
、
過
去
十
年
間
に

イ
ラ
ン
で
出
版
さ
れ
た
詩
集
及
び
古
典
文
学
、
倫
理
、
教
育
、
宗

教
、
医
療
・
健
康
、
経
済
・
農
業
、
言
語
・
辞
書
、
法
律
と
い
っ

た
様
々
な
分
野
に
関
す
る
書
籍
の
目
録
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
ま

た
、
解
説
は
付
せ
ら
れ
て
い
な
い
が
、
学
年
や
科
目
に
応
じ
た
教

科
書
の
一
覧
表
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

第
四
部
は
四
十
頁
で
、
そ
の
す
べ
て
が
過
去
十
年
間
に
イ
ラ
ン

で
出
版
さ
れ
た
小
説
、
戯
曲
の
紹
介
に
費
や
さ
れ
て
い
る
。

次
に
、
出
版
地
及
び
印
刷
所
に
関
し
て
検
討
す
る
。
地
方
都
市

で
は
タ
ブ
リ
ー
ズ
（
四
六
）、
エ
ス
フ
ァ
ハ
ー
ン
（
二
八
）、
ラ
シ

ュ
ト
（
一
九
）、
マ
シ
ュ
ハ
ド
（
一
六
）、
シ
ー
ラ
ー
ズ
（
一
五
）、

ケ
ル
マ
ー
ン
シ
ャ
ー
（
八
）、
ハ
マ
ダ
ー
ン
（
一
）、
ホ
イ
（
一
）、

バ
ー
ボ
ル
（
一
）
と
い
う
順
に
多
い
。
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
は
一

九
三
〇
年
代
、
レ
ザ
ー
・
シ
ャ
ー
に
よ
る
中
央
集
権
化
政
策
の
過

程
で
経
済
的
に
も
文
化
的
に
も
抑
圧
さ
れ
て
い
た
と
い
わ
れ
る
が
（
30
）
、

一
九
二
〇
年
代
に
は
タ
ブ
リ
ー
ズ
を
中
心
に
テ
ヘ
ラ
ン
に
次
ぐ
出

版
点
数
を
誇
り
、
地
方
都
市
の
間
で
は
い
ま
だ
そ
の
文
化
的
な
地

位
を
保
っ
て
い
た
と
い
え
る
。
ま
た
、
ベ
ル
リ
ン
（
五
一
）、
ボ

ン
ベ
イ
（
二
〇
）、
ナ
ジ
ャ
フ
（
五
）、
カ
イ
ロ
（
四
（
31
）
）、
ベ
イ
ル

ー
ト
（
四
）、
ハ
イ
ダ
ラ
ー
バ
ー
ド
（
三
）、
バ
グ
ダ
ー
ド
（
二
）、

イ
ス
タ
ン
ブ
ル
（
一
）
と
い
っ
た
イ
ラ
ン
国
外
の
諸
都
市
で
印
刷

さ
れ
た
書
籍
も
相
当
数
流
通
し
て
い
る
。
特
に
ベ
ル
リ
ン
が
突
出

し
て
お
り
、
立
憲
革
命
後
に
同
市
を
拠
点
に
形
成
さ
れ
た
在
外
イ

ラ
ン
知
識
人
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
旺
盛
な
文
化
活
動
を
示
し
て
い

る
。
し
か
し
、
目
録
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
書
籍
の
圧
倒
的
多
数
が

テ
ヘ
ラ
ン
で
出
版
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
出
版
界
に
お
い
て
も

中
央
集
権
化
が
進
ん
で
い
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
ガ
ー
ジ
ャ
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etāb

』

六
五
（
六
五
）



ー
ル
朝
以
降
の
出
版
業
の
近
代
化
は
テ
ヘ
ラ
ン
を
中
心
と
す
る
か

た
ち
で
進
み
、
こ
の
分
野
に
お
い
て
は
テ
ヘ
ラ
ン
が
地
方
に
対
す

る
中
央
と
し
て
形
成
さ
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

目
録
に
記
載
さ
れ
て
い
る
印
刷
所
は
一
一
〇
ヶ
所
以
上
あ
る
が
、

印
刷
し
た
点
数
で
は
、
ハ
ー
ヴ
ァ
ル
書
店
直
属
の
印
刷
所
を
別
に

す
れ
ば
、
議
会
印
刷
局
（
32
）
が
六
一
冊
と
最
も
多
く
の
出
版
に
関
わ
っ

て
お
り
、
バ
ー
ゲ
ル
ザ
ー
デ
印
刷
所
（
33
）
が
そ
れ
に
続
く
。
そ
の
他
二

〇
冊
以
上
の
出
版
に
関
わ
っ
て
い
る
国
内
の
印
刷
所
は
、
エ
ル
ミ

ー
、
フ
ェ
ル
ド
ウ
ス
ィ
ー
、
サ
ア
ー
ダ
ト
、
タ
マ
ッ
ド
ン
、
ベ
ロ

ウ
ヒ
ー
ム
で
、
こ
れ
ら
は
当
時
の
有
力
な
印
刷
所
と
み
な
す
こ
と

が
で
き
る
と
同
時
に
、
そ
れ
ぞ
れ
有
力
な
書
店
の
経
営
下
に
あ
っ

た
も
の
で
あ
る
（
34
）
。
こ
う
し
た
状
況
か
ら
、
当
時
は
、
書
物
の
出
版
、

印
刷
、
流
通
、
販
売
が
ま
だ
分
業
化
さ
れ
て
お
ら
ず
、
書
籍
商
が

そ
れ
を
一
手
に
引
き
受
け
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
。

全
体
の
冊
数
を
ま
と
め
る
と
、
歴
史
・
地
理
�
九
九
、
詩
集
・

古
典
文
学
�
一
七
〇
、
倫
理
・
教
育
�
五
五
、
宗
教
�
八
八
、
医

療
・
健
康
�
二
八
、
精
神
�
一
〇
、
経
済
・
農
業
�
一
〇
、
言

語
・
辞
書
�
三
四
、
法
律
・
法
令
集
�
四
九
、
小
説
・
物
語
・
戯

曲
�
三
二
五
、
雑
�
五
四
の
合
計
九
二
二
冊
で
あ
り
、
他
に
、
雑

誌
�
四
四
、『
ア
フ
サ
ー
ネ
』
の
目
次
�
一
八
六
、
教
科
書
�
一

七
六
（
た
だ
し
一
三
一
一
年
、
つ
ま
り
一
九
三
一
年
か
ら
三
二
年

の
出
版
分
の
み
）
で
あ
る
。
詩
集
・
古
典
文
学
や
近
代
小
説
と
い

っ
た
文
学
関
係
の
書
籍
は
目
録
全
体
の
半
数
を
占
め
る
。
こ
れ
は

『
シ
ャ
ル
グ
』
誌
の
発
行
を
企
画
し
た
ラ
マ
ザ
ー
ニ
ー
の
個
人
的

な
関
心
を
示
す
の
み
な
ら
ず
、
一
九
二
〇
年
代
が
イ
ラ
ン
の
近
代

文
学
史
上
の
一
つ
の
興
隆
期
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
ろ

う
。目

録
の
記
述
方
法
に
つ
い
て
は
、
書
名
、
著
者
名
、
訳
者
名
、

出
版
年
、
出
版
地
、
印
刷
所
、
頁
数
、
版
型
、
販
売
価
格
な
ど
が

基
本
的
な
情
報
と
し
て
記
述
さ
れ
て
お
り
、
場
合
に
よ
っ
て
は
目

次
が
列
挙
さ
れ
た
り
、
ラ
マ
ザ
ー
ニ
ー
自
身
に
よ
る
解
説
が
付
記

さ
れ
た
り
す
る
場
合
が
あ
る
。
ラ
マ
ザ
ー
ニ
ー
の
解
説
は
、
読
書

界
に
広
く
良
書
を
普
及
さ
せ
た
い
と
い
う
意
思
に
基
づ
く
も
の
で
、

ハ
ー
ヴ
ァ
ル
書
店
が
出
版
し
た
も
の
以
外
の
書
籍
に
も
偏
り
な
く

付
け
ら
れ
て
い
る
。

印
刷
方
法
に
つ
い
て
は
活
版
印
刷
に
よ
る
も
の
が
圧
倒
的
に
多

く
、
石
版
本
は
比
較
的
少
な
い
。
石
版
印
刷
か
ら
活
版
印
刷
へ
の

転
換
は
、
こ
の
時
期
に
ほ
ぼ
成
し
遂
げ
ら
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、

詩
集
・
古
典
文
学
、
宗
教
書
に
関
し
て
は
石
版
本
が
多
く
見
ら
れ

る
（
35
）。ま

た
、『
書
物
』
の
発
行
当
時
、
詩
集
、
小
説
、
宗
教
書
の
一

部
に
は
す
で
に
入
手
困
難
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
示
す
記
述

史
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（nāyāb

、kam
yāb

）、
あ
る
い
は
完
売
さ
れ
た
と
い
う
記
述

（tam
ām

shodeh

）
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
当
時
の
書
籍
の
発
行
部

数
と
の
関
係
上
、
個
々
の
書
籍
が
何
部
発
行
さ
れ
た
の
か
と
い
う

点
に
つ
い
て
の
慎
重
な
調
査
と
分
析
か
ら
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
石
版
本
に
つ
い
て
は
三
〇
〇
部
か
ら
四
〇
〇
部
程
度
し
か
印

刷
が
で
き
な
か
っ
た
と
い
わ
れ
て
お
り
（
36
）
、
こ
の
分
野
に
石
版
本
が

多
い
こ
と
と
関
係
し
て
い
る
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
必
ず
し
も
石

版
本
に
の
み
こ
う
し
た
記
述
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
、
文
学

書
や
宗
教
書
に
対
す
る
需
要
の
大
き
さ
を
あ
る
程
度
は
示
し
て
い

る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
な
お
、
こ
の
目
録
に
掲
載
さ
れ

て
い
る
書
籍
は
再
版
で
あ
る
場
合
も
あ
り
、
必
ず
し
も
こ
の
時
期

に
初
め
て
出
版
さ
れ
た
も
の
ば
か
り
で
は
な
い
。

四

一
九
二
〇
年
代
の
書
籍
出
版
と
知
識
人
に
よ
る
そ

の
受
容

（
一
）
翻
訳
書
に
つ
い
て

翻
訳
書
は
詩
集
と
法
律
以
外
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
二
五
〇
冊
以

上
存
在
し
、
全
体
の
四
分
の
一
以
上
を
占
め
る
。
ガ
ー
ジ
ャ
ー
ル

朝
下
の
翻
訳
事
業
は
、
一
九
世
紀
以
降
の
西
洋
列
強
の
圧
力
に
直

面
し
た
イ
ラ
ン
の
近
代
化
へ
の
取
り
組
み
の
一
つ
と
し
て
、
政
府

が
後
援
す
る
国
家
事
業
と
し
て
行
わ
れ
た
。
そ
の
端
緒
を
な
す
の

は
、
ア
ッ
バ
ー
ス
・
ミ
ー
ル
ザ
ー
に
よ
る
も
の
で
あ
る
が
、
よ
り

大
規
模
な
翻
訳
事
業
が
行
わ
れ
た
の
は
ナ
ー
セ
ロ
ッ
・
デ
ィ
ー

ン
・
シ
ャ
ー
時
代
で
あ
る
（
37
）
。
翻
訳
を
組
織
的
に
行
う
政
府
機
関
と

し
て
翻
訳
局
が
設
置
さ
れ
、
西
欧
諸
語
、
ア
ラ
ビ
ア
語
、
オ
ス
マ

ン
語
に
よ
る
著
作
や
新
聞
が
ペ
ル
シ
ア
語
に
翻
訳
さ
れ
た
。
そ
の

範
囲
は
自
然
科
学
、
軍
事
技
術
、
医
療
、
言
語
、
歴
史
、
伝
記
、

旅
行
記
、
文
学
作
品
ま
で
幅
広
い
。
ま
た
、
ダ
ー
ロ
ル
・
フ
ォ
ヌ

ー
ン
で
は
、
西
欧
諸
国
か
ら
招
聘
さ
れ
た
外
国
人
教
師
ら
が
教
科

書
を
執
筆
し
た
が
、
そ
れ
に
加
え
て
、
イ
ラ
ン
人
の
翻
訳
官
や
学

生
ら
に
よ
っ
て
、
外
国
語
に
よ
る
様
々
な
分
野
の
入
門
書
や
専
門

書
が
教
科
書
と
し
て
ペ
ル
シ
ア
語
に
翻
訳
さ
れ
、
附
属
の
印
刷
所

で
印
刷
さ
れ
た
（
38
）
。
こ
の
よ
う
な
ガ
ー
ジ
ャ
ー
ル
朝
の
下
で
の
翻
訳

事
業
は
、
ま
さ
に
彼
ら
が
輩
出
し
た
高
等
教
育
機
関
の
卒
業
生
や

西
欧
へ
の
留
学
生
ら
に
よ
っ
て
、
そ
の
後
飛
躍
的
な
進
展
を
見
せ

る
こ
と
に
な
る
。
特
に
西
欧
近
代
文
学
の
翻
訳
に
関
し
て
は
、
翻

訳
者
ら
が
平
易
な
文
体
を
用
い
て
翻
訳
す
る
こ
と
を
意
識
し
た
た

め
、
ペ
ル
シ
ア
語
散
文
改
革
や
表
現
形
式
に
与
え
た
影
響
が
非
常

に
大
き
い
（
39
）
。
同
時
に
、
そ
れ
ら
が
識
字
層
に
と
っ
て
読
書
へ
の
新

し
い
誘
因
と
な
っ
た
点
も
看
過
で
き
な
い
。
モ
ジ
ュ
タ
ヴ
ァ
ー
・

ミ
ー
ノ
ヴ
ィ
ー
の
回
想
に
よ
れ
ば
、
彼
は
立
憲
革
命
期
に
ジ
ェ
イ

ム
ズ
・
モ
ー
リ
ア
『
ハ
ジ
バ
バ
の
冒
険
』、
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
・

モ
ハ
ン
マ
ド
・
ラ
マ
ザ
ー
ニ
ー
と
『
書
物K

etāb

』

六
七
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デ
ュ
マ
『
三
銃
士
』、『
王
妃
マ
ル
ゴ
』、
フ
ラ
ン
ソ
ワ
・
フ
ェ
ヌ

ロ
ン
『
テ
レ
マ
ッ
ク
の
冒
険
』
な
ど
を
読
ん
で
お
り
、
外
国
語
か

ら
翻
訳
さ
れ
た
新
し
い
書
物
が
家
庭
で
も
読
者
を
獲
得
し
て
い
た

こ
と
が
わ
か
る
（
40
）
。

ま
ず
、
翻
訳
書
の
冊
数
が
最
も
多
い
文
学
作
品
に
つ
い
て
検
討

す
る
。
ラ
マ
ザ
ー
ニ
ー
は
「
諸
外
国
語
か
ら
の
翻
訳
小
説

rom
ānhā-ye

tarjom
eh

az
alsaneh-ye

khārejı̄

」
と
題
す
る
章

を
設
け
て
い
る
が
、
ま
ず
、
翻
訳
さ
れ
た
作
家
に
つ
い
て
、
最
も

作
品
数
の
多
い
フ
ラ
ン
ス
か
ら
見
て
み
よ
う
。
著
名
な
作
者
を
列

挙
す
る
と
、
モ
リ
エ
ー
ル
、
ベ
ル
ナ
ル
ダ
ン
・
サ
ン
�
ピ
エ
ー
ル
、

コ
ン
ス
タ
ン
、
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
・
デ
ュ
マ
、
ユ
ゴ
ー
、
ウ
ー
ジ

ェ
ー
ヌ
・
シ
ュ
ー
、
ア
ル
フ
ォ
ン
ソ
・
カ
ー
ル
、
ジ
ュ
ー
ル
・
ヴ

ェ
ル
ヌ
、
ポ
ン
・
ソ
ン
・
デ
ュ
・
テ
ラ
ー
ユ
、
ア
ナ
ト
ー
ル
・
フ

ラ
ン
ス
、
ミ
シ
ェ
ル
・
ゼ
ヴ
ァ
ゴ
、
モ
ー
リ
ス
・
ル
ブ
ラ
ン
、
エ

ー
リ
ッ
ヒ
・
マ
リ
ア
・
レ
マ
ル
ク
な
ど
が
い
る
。
一
九
世
紀
か
ら

二
〇
世
紀
に
か
け
て
の
イ
ラ
ン
文
学
に
対
す
る
フ
ラ
ン
ス
文
学
の

影
響
力
の
大
き
さ
は
す
で
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
（
41
）
、
一
九
二
〇
年

代
に
も
高
い
人
気
を
誇
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
れ
に
対
し

て
、
イ
ギ
リ
ス
文
学
で
は
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
、
ド
イ
ル
、
ド
イ
ツ

文
学
で
は
ゲ
ー
テ
、
シ
ラ
ー
、
フ
ェ
リ
ク
ス
・
ダ
ー
ン
が
挙
げ
ら

れ
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。
ま
た
、「
東
洋
小
説rom

ān-hā-ye

Sharq

」
と
し
て
西
欧
文
学
と
区
別
さ
れ
て
い
る
国
々
の
作
者
で

は
、
ロ
シ
ア
文
学
で
は
ト
ル
ス
ト
イ
、
プ
ー
シ
キ
ン
、
ア
ラ
ブ
文

学
で
は
ジ
ュ
ル
ジ
ー
・
ザ
イ
ダ
ー
ン
、
ニ
ー
ク
ラ
ー
・
ハ
ッ
ダ
ー

ド
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
（
42
）
。

作
品
の
内
容
を
見
て
み
る
と
、
デ
ュ
マ
、
ユ
ゴ
ー
、
シ
ュ
ー
と

言
っ
た
一
八
四
〇
年
代
に
流
行
し
た
フ
ラ
ン
ス
の
新
聞
小
説
の
作

家
た
ち
、
及
び
そ
れ
ら
の
系
譜
に
入
る
ゼ
ヴ
ァ
ゴ
の
『
パ
ル
ダ
ル

ヤ
ンPārdāyān

』
シ
リ
ー
ズ
や
テ
ラ
ー
ユ
の
『
ロ
カ
ン
ボ
ー
ル

R
okām

būl

』
シ
リ
ー
ズ
が
注
目
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
は
歴
史
小
説

や
冒
険
小
説
と
呼
ば
れ
る
一
群
の
小
説
で
あ
り
、
そ
の
特
徴
は
、

英
雄
的
な
主
人
公
を
中
心
に
、
決
闘
や
復
讐
、
裏
切
り
な
ど
を
交

え
た
ス
ト
ー
リ
ー
が
め
ま
ぐ
る
し
く
展
開
す
る
点
に
あ
る
（
43
）
。
そ
の

中
で
も
特
に
翻
訳
文
学
の
項
の
巻
頭
を
飾
り
、
一
四
作
品
（
五
八

冊
）
が
列
挙
さ
れ
て
い
る
ゼ
ヴ
ァ
ゴ
は
代
表
作
の
ほ
と
ん
ど
が
翻

訳
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
人
気
の
程
が
う
か
が
わ
れ
る
（
44
）
。
ル
ブ
ラ
ン

の
ア
ル
セ
ー
ヌ
・
ル
パ
ン
や
ド
イ
ル
の
シ
ャ
ー
ロ
ッ
ク
・
ホ
ー
ム

ズ
と
い
っ
た
探
偵
推
理
小
説
、
ゴ
ー
ト
族
の
民
族
移
動
を
題
材
に

し
た
ダ
ー
ン
の
壮
大
な
歴
史
小
説
も
高
い
人
気
が
あ
っ
た
よ
う
で

あ
る
（
45
）
。
こ
の
時
期
の
著
名
な
小
説
家
の
一
人
モ
シ
ュ
フ
ェ
グ
・
カ

ー
ゼ
ミ
ー
の
回
想
録
に
は
、
彼
の
周
辺
の
若
い
文
学
青
年
ら
に
よ

る
フ
ラ
ン
ス
文
学
の
受
容
に
つ
い
て
興
味
深
い
記
述
が
散
見
さ
れ

史
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る
が
、
第
一
次
世
界
大
戦
中
に
は
す
で
に
『
ア
ス
レ
・
ジ
ャ
デ
ィ

・

ー
ド‘A

sr-e
Jadı̄d

』
紙
に
お
い
て
ゼ
ヴ
ァ
ゴ
の
小
説
を
連
載
小

説
の
形
式
で
読
ん
で
い
る
（
46
）
。
当
時
の
イ
ラ
ン
の
文
学
青
年
た
ち
及

び
彼
ら
以
前
か
ら
文
学
活
動
を
行
っ
て
い
た
人
々
は
こ
う
し
た
西

欧
の
大
衆
文
学
を
受
容
し
、
そ
れ
ら
の
影
響
を
受
け
て
、
歴
史
小

説
や
社
会
小
説
と
い
っ
た
新
し
い
文
学
を
創
造
し
て
い
っ
た
の
で

あ
る
。
そ
れ
ら
は
、
ジ
ャ
マ
ー
ル
ザ
ー
デ
の
短
編
集
『
昔
々Y

ekı̄

būd
yekı̄

nabūd

』（
一
九
二
一
年
）
に
代
表
さ
れ
る
「
知
識
人

文
学adabı̄yāt-e

row
shanfekrāneh

」
が
徐
々
に
活
動
を
停
止

し
て
い
く
中
で
多
く
の
読
者
を
迎
え
、
次
第
に
「
大
衆
文
学

adabı̄yāt-e

�ām
m
eh

」
を
形
成
し
て
い
っ
た
と
い
え
る
（
47
）
。
ま
た
、

ジ
ュ
ル
ジ
ー
・
ザ
イ
ダ
ー
ン
や
ニ
ー
ク
ラ
ー
・
ハ
ッ
ダ
ー
ド
は
、

い
ず
れ
も
シ
リ
ア
（
現
在
の
レ
バ
ノ
ン
）
出
身
の
キ
リ
ス
ト
教
徒

で
、
社
会
主
義
に
も
惹
か
れ
て
い
た
人
々
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
西

欧
文
学
に
倣
っ
た
啓
蒙
小
説
や
歴
史
小
説
を
量
産
し
、
当
時
非
常

に
人
気
が
あ
っ
た
（
48
）
。
イ
ラ
ン
人
小
説
家
に
と
っ
て
は
彼
ら
も
西
欧

文
学
の
手
法
を
学
ぶ
チ
ャ
ン
ネ
ル
の
一
つ
で
あ
っ
た
。

次
に
そ
の
他
の
分
野
で
の
翻
訳
書
の
内
容
を
見
て
い
く
こ
と
に

す
る
。
歴
史
書
の
翻
訳
は
一
九
世
紀
に
遡
り
、
フ
ラ
ン
ス
史
、
ロ

シ
ア
史
、
イ
ギ
リ
ス
史
、
イ
ン
ド
史
、
チ
ベ
ッ
ト
史
、
オ
ス
マ
ン

朝
史
、
ギ
リ
シ
ア
・
ロ
ー
マ
史
に
加
え
て
、
普
仏
戦
争
な
ど
に
関

す
る
戦
史
、
ル
イ
一
四
世
、
ル
イ
一
五
世
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
、
ピ
ョ

ー
ト
ル
一
世
、
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
一
世
、
ニ
コ
ラ
イ
一
世
、
ヴ
ィ

ル
ヘ
ル
ム
一
世
と
言
っ
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
国
王
や
ロ
シ
ア
皇
帝
の

伝
記
が
翻
訳
さ
れ
て
い
る
（
49
）
。

『
書
物
』
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
歴
史
関
係
の
翻
訳
書
に
つ
い
て

も
、
イ
ラ
ン
を
訪
れ
た
軍
事
使
節
の
回
想
録
や
旅
行
記
、
戦
史
な

ど
の
占
め
る
比
重
が
大
き
い
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、

ラ
マ
ザ
ー
ニ
ー
が
「
世
界
史tavārı̄kh-e

�om
ūm

ı̄

」
と
分
類
し

て
い
る
項
目
で
は
、
一
九
世
紀
か
ら
二
〇
世
紀
に
か
け
て
の
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
史
、
ア
メ
リ
カ
史
、
フ
ラ
ン
ス
革
命
、
ロ
シ
ア
革
命
、
第

一
次
世
界
大
戦
に
関
す
る
西
欧
人
の
著
作
の
翻
訳
が
進
み
、
立
憲

革
命
を
経
験
し
、
近
代
西
欧
と
の
接
触
が
さ
ら
に
拡
大
し
た
こ
と

を
背
景
に
、
欧
米
の
歴
史
に
対
す
る
イ
ラ
ン
人
の
関
心
の
幅
が
広

が
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
同
時
に
、
バ
ル
ト
リ
ド
『
イ
ラ
ン

の
歴
史
地
理Joghrāfiyā

-ye
T
ārı̄khı̄-ye

Īrān

』、
ヘ
ル
ツ
フ
ェ
ル

・

ト
『
フ
ァ
ー
ル
ス
の
遺
跡A

tlāl-e
Shahr-e

Pārs

』
と
い
っ
た
歴

史
、
地
理
、
考
古
学
分
野
に
お
け
る
西
欧
や
ロ
シ
ア
の
オ
リ
エ
ン

タ
リ
ス
ト
の
著
作
が
翻
訳
さ
れ
て
い
る
。
ラ
マ
ザ
ー
ニ
ー
は
、
イ

ラ
ン
人
自
身
が
自
国
の
歴
史
を
知
る
こ
と
に
お
け
る
こ
れ
ら
の
学

問
的
価
値
を
称
揚
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
書
籍
を
通
じ
て
彼
ら
自

身
が
自
己
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
を
深
め
て
い
く
様
子
が
わ
か

モ
ハ
ン
マ
ド
・
ラ
マ
ザ
ー
ニ
ー
と
『
書
物K

etāb

』

六
九
（
六
九
）



る
。
後
に
触
れ
る
イ
ラ
ン
人
学
者
に
よ
る
歴
史
研
究
も
、
一
九
二

二
年
に
設
立
さ
れ
た
「
国
民
遺
産
協
会A

njom
an-e

Ā
sār-e

M
ellı̄

」
の
活
動
を
通
じ
て
密
接
な
交
流
を
も
っ
た
彼
ら
の
多
大

な
影
響
下
に
執
筆
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
（
50
）
。

倫
理
の
分
野
で
注
目
す
べ
き
は
、
プ
ラ
ト
ン
『
ソ
ク
ラ
テ
ス
の

・

弁
明
』（
翻
訳
さ
れ
た
書
名
は
『
ソ
ク
ラ
テ
ス
の
哲
理H

ekm
at-e

・

Soqrāt

』、
マ
ル
ク
ス
・
ア
ウ
レ
リ
ウ
ス
『
自
省
録
』（
翻
訳
さ
れ

た
書
名
は
『
マ
ル
ク
ス
の
教
訓Pandnām

eh-ye
M
ārkūs

』、
サ

ミ
ュ
エ
ル
・
ス
マ
イ
ル
ズ
の
諸
著
作
（『
品
行
論A
khlāq

』、『
倹

・

・

約
論Sarfejū

�ı̄

』、『
義
務
論V

azı̄fe
』
な
ど
）、
ギ
ュ
ス
タ
ー

・

ヴ
・
ル
・
ボ
ン
の『
民
族
進
化
の
心
理
法
則N

avām
ı̄s-e

R
ūhı̄yeh-

・

ye
T
ahavvol-e

M
elal

』
で
あ
ろ
う
（
51
）
。
宗
教
で
英
語
に
よ
る
イ
ス

ラ
ー
ム
の
概
説
書
（
著
者
不
詳
）
や
フ
ラ
ン
ス
の
天
文
学
者
カ
ミ

ー
ユ
・
フ
ラ
マ
リ
オ
ン
の
著
作
、
経
済
で
は
日
本
の
絹
に
関
す
る

研
究
書
が
訳
さ
れ
て
い
る
（
52
）
。
翻
訳
書
に
つ
い
て
は
、
目
録
に
掲
載

さ
れ
て
い
る
も
の
以
外
に
も
多
く
の
著
作
が
翻
訳
さ
れ
て
い
た
と

思
わ
れ
る
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
一
九
二
〇
年
代
の
イ
ラ
ン
で
は
、

小
説
を
中
心
に
各
分
野
で
の
翻
訳
活
動
が
前
時
代
に
も
増
し
て
活

発
に
行
わ
れ
て
お
り
、
当
時
の
知
識
人
に
よ
る
知
識
の
受
容
と
形

成
に
お
い
て
翻
訳
が
有
し
て
い
た
重
要
性
は
明
ら
か
で
あ
る
（
53
）
。

（
二
）
レ
ザ
ー
・
シ
ャ
ー
に
よ
る
近
代
化
政
策
と
書
物

目
録
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
書
籍
は
レ
ザ
ー
・
シ
ャ
ー
に
よ
っ
て

推
進
さ
れ
た
近
代
化
の
取
り
組
み
と
そ
の
成
果
に
深
く
関
係
し
て

い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

ま
ず
、「
軍
事
」
と
い
う
分
類
こ
そ
行
わ
れ
て
い
な
い
が
、
各

分
野
に
そ
れ
に
関
係
す
る
書
籍
が
相
当
数
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

・

軍
最
高
評
議
会Shūrā-ye

�Ālı̄-ye
N
ēzām

、
軍
事
学
校M

adāres-

・

・

e
N
ezām

が
出
版
を
企
画
し
、
軍
印
刷
局M

atba

�eh-ye
Q
oshūn

で
印
刷
し
た
書
籍
も
散
見
さ
れ
、
国
家
及
び
軍
が
主
体
的
に
そ
れ

ら
の
出
版
に
積
極
的
に
関
与
し
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
（
54
）
。
軍

務
省
に
は
翻
訳
局
も
設
置
さ
れ
、
そ
こ
で
外
国
語
の
書
籍
が
翻
訳

さ
れ
て
い
た
（
55
）
。
内
容
は
、
古
代
か
ら
近
代
に
か
け
て
の
戦
史
、
イ

ラ
ン
及
び
近
隣
地
域
に
お
け
る
イ
ギ
リ
ス
や
ロ
シ
ア
の
軍
事
政
策
、

イ
ラ
ン
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
軍
事
地
理
、
イ
ラ
ン
に
赴
任
し
た
外
国

人
将
校
の
回
想
録
、
兵
士
の
健
康
保
持
、
馬
術
、
軍
用
製
図
法
、

橋
・
鉄
道
建
設
、
野
戦
や
山
岳
戦
の
戦
術
、
軍
事
関
連
語
彙
集
な

ど
多
岐
に
渡
っ
て
お
り
、
彼
ら
の
関
心
の
所
在
が
う
か
が
わ
れ
る
。

翻
訳
者
の
中
に
は
ジ
ャ
ン
ダ
ル
メ
リ
ー
学
校
出
身
者
で
あ
る
メ
フ

デ
ィ
ー
・
ゴ
リ
ー
・
ア
ラ
ヴ
ィ
ー
（
56
）
、
フ
ラ
ン
ス
に
留
学
し
、
砲
兵

学
を
学
ん
だ
ア
ブ
ド
ッ
ラ
ー
・
ハ
ー
ン
・
へ
ダ
ー
ヤ
ト
（
57
）
、
一
九
二

〇
年
代
半
ば
に
化
学
を
学
ぶ
た
め
に
フ
ラ
ン
ス
に
送
ら
れ
、
後
に

史

学

第
七
八
巻

第
一
・
二
号

七
〇
（
七
〇
）



政
府
の
軍
事
政
策
に
合
わ
せ
て
サ
ン
・
シ
ー
ル
陸
軍
士
官
学
校
に

転
じ
た
留
学
生
の
一
人
で
あ
る
ア
フ
マ
ド
・
ヴ
ォ
ス
ー
グ
が
い
る
（
58
）
。

・

そ
の
他
、『
日
露
戦
争
史T

ārı̄kh-e
N
ezām

ı̄-ye
Jang-e

R
ūs

va‐

Zhāpon
』、『
露
土
戦
争
史T

ārı̄kh-e
Jang-e

R
ūs

va

�Os-
m
ānı̄

』
を
著
し
た
モ
ハ
ン
マ
ド
・
ナ
フ
ジ
ャ
ヴ
ァ
ー
ン
は
テ
ィ

フ
リ
ス
の
ロ
シ
ア
系
士
官
学
校
で
教
育
を
受
け
、
一
九
二
三
年
に

幹
部
候
補
生
学
校
長
と
な
り
、
一
九
二
八
年
に
は
参
謀
幕
僚
の
一

員
と
な
っ
た
人
物
で
あ
り
（
59
）
、『
レ
ザ
ー
・
シ
ャ
ー
・
パ
フ
ラ
ヴ
ィ

・

ー
皇
帝
陛
下
の
歴
史T

ārı̄kh-e
Shāhanshāhı̄-ye

A

�lāhazrat-e
R
e¨ zā

Shāh
Pahlavı̄

』
を
著
し
た
ア
ブ
ド
ッ
ラ
ー
・
タ
フ
マ
ー

ス
ビ
ー
は
コ
サ
ッ
ク
士
官
学
校
の
卒
業
生
で
、
一
九
二
〇
年
代
に

戦
争
大
臣
や
公
共
福
祉
大
臣
を
務
め
た
軍
人
で
あ
る
（
60
）
。
こ
の
よ
う

に
、
レ
ザ
ー
・
シ
ャ
ー
体
制
の
下
で
進
め
ら
れ
た
国
軍
の
創
設
に

向
け
た
取
り
組
み
の
中
で
輩
出
さ
れ
た
幹
部
将
校
に
よ
っ
て
、
各

分
野
に
ま
た
が
る
軍
事
関
連
の
書
籍
が
生
み
出
さ
れ
て
い
っ
た
の

で
あ
る
。
ま
た
、
ア
ブ
ド
ッ
ラ
ー
・
タ
フ
マ
ー
ス
ビ
ー
の
よ
う
な

軍
首
脳
に
よ
っ
て
執
筆
さ
れ
た
パ
フ
ラ
ヴ
ィ
ー
朝
初
期
史
で
は
、

一
九
二
一
年
の
ク
ー
デ
タ
ー
か
ら
ガ
ー
ジ
ャ
ー
ル
朝
の
廃
絶
、
パ

フ
ラ
ヴ
ィ
ー
朝
の
樹
立
に
至
る
ま
で
の
レ
ザ
ー
・
シ
ャ
ー
の
事
績

が
公
文
書
や
議
会
議
事
録
を
典
拠
に
顕
彰
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
書

物
は
宮
廷
・
官
僚
・
軍
・
議
会
が
一
体
と
な
っ
て
支
え
た
レ
ザ

ー
・
シ
ャ
ー
体
制
の
精
華
と
い
え
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な

書
籍
の
叙
述
の
分
析
に
よ
っ
て
、
体
制
側
が
ど
の
よ
う
な
レ
ザ

ー
・
シ
ャ
ー
の
イ
メ
ー
ジ
を
知
識
人
に
植
え
付
け
よ
う
と
し
て
い

た
の
か
が
明
ら
か
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。

歴
史
や
地
理
で
も
新
し
い
書
物
が
出
現
し
て
い
る
。
近
代
西
洋

と
接
触
し
た
一
九
世
紀
末
か
ら
二
〇
世
紀
初
頭
の
改
革
論
者
の
思

考
に
お
い
て
、
近
代
へ
の
覚
醒
は
同
時
に
失
わ
れ
た
古
代
イ
ラ
ン

の
栄
光
の
復
興
と
い
う
「
民
族
主
義
的
」
な
意
識
を
も
た
ら
し
た
。

そ
う
し
た
歴
史
へ
の
関
心
は
一
九
世
紀
西
欧
の
オ
リ
エ
ン
タ
リ
ス

ト
ら
の
強
い
影
響
を
受
け
つ
つ
、
従
来
の
王
朝
史
の
伝
統
と
は
異

な
る
歴
史
叙
述
を
出
現
さ
せ
た
（
61
）
。
そ
れ
は
、
立
憲
革
命
を
経
て
、

「
大
衆tūdeh

」
あ
る
い
は
「
国
民m

ellat

」
に
よ
る
「
専
制

estebdād

」
と
の
闘
争
と
い
う
「
大
衆
的populist

」
歴
史
叙
述

の
出
現
へ
と
繋
が
っ
て
い
く
の
で
あ
る
が
（
62
）
、
し
か
し
、
革
命
の
挫

折
と
第
一
次
世
界
大
戦
の
影
響
に
よ
る
国
内
の
混
乱
に
深
い
失
望

感
を
受
け
た
知
識
人
ら
は
そ
れ
ま
で
の
歴
史
的
過
程
に
よ
っ
て
顕

在
化
し
て
い
っ
た
「
古
代
礼
賛
的
な
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
潮
流
（
63
）
」

を
継
承
し
つ
つ
、
次
第
に
政
治
か
ら
分
離
し
た
古
代
の
歴
史
や
文

学
の
研
究
へ
と
向
か
っ
て
い
っ
た
。『
書
物
』
が
扱
っ
て
い
る
の

は
ま
さ
に
そ
う
し
た
時
期
で
あ
り
、
歴
史
書
の
出
版
点
数
の
多
さ

は
そ
う
し
た
知
識
人
ら
の
意
識
を
如
実
に
反
映
し
て
い
る
。
ラ
マ

モ
ハ
ン
マ
ド
・
ラ
マ
ザ
ー
ニ
ー
と
『
書
物K

etāb

』

七
一
（
七
一
）



ザ
ー
ニ
ー
自
身
も
歴
史
書
に
は
相
当
の
関
心
が
あ
っ
た
よ
う
で
、

文
学
と
並
ん
で
内
容
の
解
説
が
最
も
丁
寧
に
付
け
ら
れ
て
い
る
項

目
で
あ
る
。

ハ
サ
ン
・
ピ
ル
ニ
ヤ
ー
『
古
代
イ
ラ
ンĪrān-e

B
āstānı̄

』、
セ

イ
エ
ド
・
ハ
サ
ン
・
タ
ギ
ー
ザ
ー
デ
『
パ
ル
ヴ
ィ
ー
ズ
か
ら
チ
ャ

ン
ギ
ー
ズ
ま
でA

z
Parvı̄z

tā
C
hangı̄z

』、
デ
ィ
ー
ン
シ
ャ
ー
・

イ
ー
ラ
ー
ニ
ー
『
古
代
イ
ラ
ン
の
倫
理A

khlāq-e
Īrān-e

B
ās-

tān

』
に
代
表
さ
れ
る
古
代
史
研
究
、
ア
フ
マ
ド
・
キ
ャ
ス
ラ
ヴ

ィ
ー
『
無
名
の
王
者
た
ちShahriyārān-e

G
om

nām

』
に
代
表

さ
れ
る
地
方
史
研
究
は
、
い
ず
れ
も
ラ
マ
ザ
ー
ニ
ー
が
そ
の
重
要

性
を
特
筆
し
て
お
り
（
64
）
、
こ
う
し
た
古
代
史
や
地
方
史
へ
の
関
心
が

際
立
っ
て
い
る
。
ま
た
、「
イ
ラ
ン
偉
人
伝tārı̄kh-e

bozorgān-

e
Īrān

」
と
い
う
項
目
で
は
レ
ザ
ー
・
シ
ャ
ー
の
業
績
を
称
賛
す

る
書
籍
が
最
初
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
ラ
マ
ザ
ー
ニ
ー
に
よ
る
体

制
へ
の
配
慮
を
如
実
に
う
か
が
わ
せ
る
と
こ
ろ
だ
が
、
同
時
に
、

彼
が
政
治
の
表
舞
台
に
登
場
す
る
前
後
の
過
程
で
敗
北
し
て
い
っ

た
モ
ハ
ン
マ
ド
・
タ
ギ
ー
・
ハ
ー
ン
・
ペ
ス
ヤ
ー
ン
や
モ
ハ
ン
マ

ド
・
ヒ
ヤ
ー
バ
ー
ニ
ー
の
伝
記
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
い
ず
れ
も

ベ
ル
リ
ン
で
出
版
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
立
憲
革
命
後
、
同
地
に

活
動
の
拠
点
を
移
し
た
立
憲
主
義
者
ら
に
よ
っ
て
編
ま
れ
た
も
の

と
推
測
さ
れ
る
が
、
ラ
マ
ザ
ー
ニ
ー
は
彼
ら
を
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト

と
し
て
評
価
し
、
有
益
な
書
籍
と
し
て
推
薦
し
て
い
る
（
65
）
。
ま
た
、

ア
フ
ガ
ー
ニ
ー
の
名
で
知
ら
れ
る
セ
イ
エ
ド
・
ジ
ャ
マ
ー
ロ
ッ
デ

ィ
ー
ン
・
ア
サ
ダ
ー
バ
ー
デ
ィ
ー
を
「
イ
ラ
ン
と
イ
ス
ラ
ー
ム
の

誇
り
で
あ
り
、
世
界
の
偉
人
の
一
人
（
66
）
」
と
評
価
し
、
彼
の
伝
記
も

あ
ら
ゆ
る
イ
ラ
ン
人
が
読
む
べ
き
書
物
と
し
て
紹
介
し
て
い
る
。

一
方
、
ナ
ス
ロ
ッ
ラ
ー
・
フ
ァ
ル
サ
フ
ィ
ー
『
一
九
、
二
十
世
紀

の
世
界
史T

ārı̄kh-e

�Om
ūm

ı̄
dar

qorūn-e
19

va
20

』
の
よ

う
な
イ
ラ
ン
人
自
身
に
よ
る
「
世
界
史
」
の
著
述
も
な
さ
れ
て
い

る
（
67
）。ま

た
、
地
理
書
に
は
マ
ス
ウ
ー
ド
・
ケ
イ
ハ
ー
ン
『
イ
ラ
ン
地

・
・

理
詳
細Joghrāfiyā

-ye
M
ofassal-e

Īrān

』、
ソ
ル
タ
ー
ン
・
バ

・

ハ
ー
ル
マ
ス
ト
『
イ
ラ
ン
軍
事
地
理Joghrāfiyā

-ye
N
ezām

ı̄-ye

Īrān

』
な
ど
が
あ
る
。
出
版
点
数
こ
そ
少
な
い
も
の
の
、
ラ
マ
ザ

ー
ニ
ー
は
地
理
書
に
強
い
関
心
を
示
し
て
お
り
、
レ
ザ
ー
・
シ
ャ

ー
に
よ
っ
て
国
内
の
道
路
建
設
が
進
め
ら
れ
て
い
た
時
代
状
況
を

背
景
に
、
イ
ラ
ン
人
自
身
が
自
国
の
地
理
に
つ
い
て
知
識
を
深
め

て
お
く
こ
と
の
重
要
性
を
指
摘
す
る
（
68
）
。
ハ
ー
ッ
ジ
ー
・
ミ
ー
ル
ザ

ー
・
セ
イ
エ
ド
・
ア
リ
ー
・
ジ
ェ
ナ
ー
ブ
『
イ
ス
フ
ァ
ハ
ー
ン
旅

・

行
案
内R

āhbarāy-e
M
osāferı̄n-e

E
sfahān

』
の
よ
う
な
旅
行
案

内
書
と
思
わ
れ
る
書
籍
も
出
版
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
他
、
歴
史
書
の
最
後
に
は
、「
年
鑑sālnām

eh

」
や
「
暦

史

学
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taqvı̄m

」
の
類
が
六
冊
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
暦
の
出
版
は
一
九
二

五
年
の
暦
改
革
法
制
定
前
後
に
お
け
る
暦
へ
の
関
心
の
高
ま
り
を

示
し
て
い
る
と
も
思
わ
れ
る
が
、
そ
れ
は
単
な
る
カ
レ
ン
ダ
ー
で

は
な
く
、
年
鑑
と
同
様
に
、
そ
の
年
の
社
会
や
文
化
に
関
す
る
情

報
を
豊
富
に
含
ん
で
い
る
。
こ
れ
ら
は
レ
ザ
ー
・
シ
ャ
ー
期
の
貴

重
な
研
究
資
料
と
し
て
今
後
注
目
さ
れ
る
べ
き
書
物
で
あ
ろ
う
（
69
）
。

医
療
や
健
康
に
関
す
る
書
籍
の
主
題
と
し
て
は
、
マ
ラ
リ
ヤ
や

結
核
と
い
っ
た
伝
染
病
、
淋
病
や
梅
毒
と
い
っ
た
性
病
、
水
、
運

動
法
に
関
す
る
も
の
が
あ
る
。
都
市
部
の
発
展
と
社
会
の
産
業
化

の
進
展
に
伴
っ
て
、
様
々
な
衛
生
上
の
問
題
が
発
生
し
た
一
九
二

〇
年
代
は
、
教
育
の
拡
充
に
よ
っ
て
近
代
西
欧
の
科
学
に
関
す
る

知
見
を
獲
得
し
た
人
々
が
、「
身
体
」
の
健
康
と
「
精
神
」
の
健

康
に
つ
い
て
真
剣
に
考
察
を
始
め
た
時
期
で
あ
り
、
そ
れ
に
関
連

す
る
書
籍
の
出
版
が
行
わ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
性
病
は
、
第

一
次
世
界
大
戦
中
に
お
け
る
諸
外
国
の
軍
隊
の
駐
留
に
よ
っ
て
以

前
に
増
し
て
蔓
延
し
、
さ
ら
に
、
売
春
の
増
加
に
よ
っ
て
感
染
者

が
拡
大
し
た
と
当
時
の
人
々
に
信
じ
ら
れ
て
お
り
、
特
に
西
欧
留

学
に
よ
っ
て
医
学
を
修
め
た
人
々
を
中
心
に
そ
の
弊
害
が
指
摘
さ

れ
、
予
防
策
が
検
討
さ
れ
て
い
た
（
70
）
。
こ
れ
ら
の
書
籍
の
出
版
は
、

彼
ら
の
危
機
意
識
の
反
映
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
そ

う
し
た
「
身
体
」
と
「
精
神
」
の
健
全
化
の
た
め
に
屋
外
で
の
運

動
が
奨
励
さ
れ
、
同
時
に
、「
民
族
主
義
的
」
な
文
化
政
策
の
一

環
と
し
て
各
種
の
体
育
行
事
が
導
入
さ
れ
て
い
っ
た
（
71
）
。
運
動
法
に

関
す
る
入
門
書
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
や
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
と
い
っ

た
個
別
競
技
の
効
用
を
説
い
た
書
籍
の
出
版
も
そ
う
し
た
風
潮
に

関
連
す
る
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

「
精
神
」
の
健
全
化
に
関
係
が
深
い
項
目
と
し
て
教
育
・
倫
理

分
野
の
書
籍
が
あ
る
が
、
そ
れ
ら
が
目
録
に
占
め
る
割
合
は
比
較

的
高
く
、
五
五
冊
あ
る
。
教
育
関
係
の
指
導
書
、
オ
ス
マ
ン
朝
に

お
け
る
教
育
、
一
般
的
な
道
徳
書
の
類
、
古
代
イ
ラ
ン
の
帝
王
の

事
績
か
ら
の
教
訓
書
な
ど
が
あ
る
一
方
、
女
性
の
社
会
的
地
位
、

女
子
の
健
康
保
持
、
女
子
教
育
、
家
政
学
、
家
庭
教
育
な
ど
女
性

を
め
ぐ
る
社
会
問
題
、
教
育
問
題
を
扱
う
書
籍
が
数
多
く
存
在
す

る
。
レ
ザ
ー
・
シ
ャ
ー
期
に
は
女
子
教
育
が
進
展
を
見
せ
る
と
と

も
に
、
国
家
の
構
成
要
員
と
し
て
女
性
の
重
要
性
が
認
め
ら
れ
、

彼
女
た
ち
に
関
す
る
議
論
が
活
発
化
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
（
72
）
。

ま
た
、
イ
ラ
ン
社
会
の
欠
陥
や
後
進
性
の
原
因
を
倫
理
的
な
観
点

か
ら
検
証
し
よ
う
と
す
る
書
籍
も
出
版
さ
れ
て
お
り
、
例
え
ば
、

・

・

ハ
ビ
ー
ボ
ッ
ラ
ー
・
ア
ー
ム
ー
ゼ
ガ
ー
ル
『
社
会
改
革E

slāhāt-

e
E
jtem

ā

�ı̄

』、
モ
ス
タ
シ
ャ
モ
ッ
・
サ
ル
タ
ネ
『
我
々
の
不
幸
の

原
因
と
そ
の
解
決
�Elal-e

B
adbakhtı̄-e

M
ā
va

�Elāj-e
ān

』、

レ
ザ
ー
ザ
ー
デ
・
シ
ャ
フ
ァ
グ
『
救
済
の
道R

āh-e
R
ahā

�ı̄

』
に

モ
ハ
ン
マ
ド
・
ラ
マ
ザ
ー
ニ
ー
と
『
書
物K

etāb

』
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見
ら
れ
る
よ
う
に
、
倫
理
と
い
う
分
野
は
イ
ラ
ン
の
国
民
国
家
形

成
や
近
代
化
と
密
接
不
可
分
な
関
係
を
有
し
て
い
た
と
い
え
、
こ

う
し
た
書
物
の
読
解
に
よ
り
、
倫
理
と
社
会
改
革
の
関
係
性
を
め

ぐ
る
知
識
人
の
思
想
的
営
為
が
跡
付
け
ら
れ
る
と
思
わ
れ
る
。

宗
教
書
は
、
ウ
ラ
マ
ー
に
よ
る
著
作
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
が
、

「
諸
宗
教
に
対
す
る
反
駁kotob-e

radd
bar

adyān-e

m
okhtalefeh

」
と
題
さ
れ
た
項
目
が
あ
り
、
二
五
冊
が
挙
げ
ら

れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
キ
リ
ス
ト
教
や
ユ
ダ
ヤ
教
、
バ
ハ
ー
イ
ー

教
を
批
判
す
る
内
容
で
あ
る
。
そ
の
他
、
ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
教
関
連

の
書
籍
が
二
冊
あ
る
。

経
済
・
農
業
関
係
の
書
籍
の
総
数
は
少
な
い
が
、
貨
幣
論
や
銀

行
論
、
当
時
の
イ
ラ
ン
経
済
の
現
状
分
析
な
ど
が
あ
る
。
ま
た
、

牛
の
飼
育
、
養
蚕
、
造
園
、
柑
橘
類
の
栽
培
な
ど
、
実
用
的
見
地

か
ら
出
版
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
書
物
も
存
在
す
る
。
経
済
学
は

一
九
二
〇
年
代
に
西
欧
に
留
学
し
た
若
者
た
ち
に
と
っ
て
も
、
経

済
学
は
関
心
の
的
で
あ
っ
た
（
73
）
。
し
た
が
っ
て
、
こ
こ
に
挙
げ
た
以

外
に
多
く
の
書
籍
が
出
版
さ
れ
て
い
た
可
能
性
も
あ
る
が
、
経
済

思
想
は
最
も
研
究
が
不
足
し
て
い
る
分
野
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
書

籍
の
分
析
を
通
じ
て
そ
う
し
た
現
状
の
打
開
が
期
待
さ
れ
る
（
74
）
。

法
律
関
係
書
の
中
心
は
第
一
議
会
か
ら
第
七
議
会
ま
で
の
法
令

集
や
法
典
類
で
あ
る
が
、
議
会
政
治
、
財
政
法
、
民
法
、
刑
法
、

商
法
、
裁
判
、
登
記
に
関
す
る
解
説
書
も
出
版
さ
れ
て
お
り
（
75
）
、
一

九
二
七
年
の
世
俗
化
に
向
け
た
司
法
改
革
に
至
る
過
渡
期
に
お
け

る
法
律
分
野
の
専
門
家
の
育
成
や
一
般
的
知
識
の
普
及
に
向
け
た

努
力
の
痕
跡
が
残
さ
れ
て
い
る
（
76
）
。

辞
書
や
外
国
語
学
習
の
手
引
き
と
い
っ
た
語
学
書
は
、
目
録
の

中
で
も
相
対
的
に
高
価
な
商
品
で
あ
る
。
辞
書
は
、
ペ
ル
シ
ア
語

辞
書
が
二
巻
本
で
収
録
語
彙
数
が
一
八
四
四
四
語
の
モ
ハ
ン
マ

ド
・
ア
リ
ー
・
ヒ
ヤ
ー
バ
ー
ニ
ー
編
『
ノ
ウ
バ
ハ
ー
ル
辞
典

F
arhang-e

N
ow

bahār

』
を
筆
頭
に
四
種
類
、
ペ
ル
シ
ア
語
と

外
国
語
（
英
語
、
フ
ラ
ン
ス
語
、
ロ
シ
ア
語
、
ド
イ
ツ
語
、
エ
ス

ペ
ラ
ン
ト
）
の
対
訳
辞
書
が
十
種
類
あ
り
、
外
国
語
の
自
習
書
は

フ
ラ
ン
ス
語
が
四
種
類
、
ロ
シ
ア
語
が
二
種
類
、
英
語
が
一
種
類
、

エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
が
一
種
類
と
な
っ
て
い
る
。
ペ
ル
シ
ア
語
辞
書
は

出
版
点
数
も
少
な
い
が
、
そ
れ
に
比
べ
て
、
外
国
語
学
習
に
不
可

欠
で
あ
る
辞
書
や
学
習
書
は
豊
富
に
出
版
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ

か
る
。
西
欧
諸
語
を
中
心
と
す
る
外
国
語
学
習
熱
が
高
ま
っ
て
い

た
知
識
人
の
間
で
は
、
ペ
ル
シ
ア
語
の
辞
書
よ
り
も
、
諸
外
国
語

の
辞
書
や
学
習
書
の
方
が
需
要
が
大
き
か
っ
た
と
い
え
る
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。

ま
た
、
雑
書
の
扱
い
に
な
っ
て
い
る
が
、
顕
微
鏡
、
無
線
に
関

す
る
書
籍
や
、
ラ
ジ
ウ
ム
や
電
子
、
陽
子
の
説
明
を
行
っ
た
化
学

史

学
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や
物
理
学
に
関
連
す
る
書
籍
が
イ
ラ
ン
人
自
身
に
よ
っ
て
著
さ
れ

て
お
り
、
近
代
西
洋
科
学
の
咀
嚼
の
成
果
と
見
る
こ
と
が
で
き
よ

う
。（

三
）
文
学
書
、
教
科
書
に
つ
い
て

『
書
物
』
に
は
、
イ
ラ
ン
人
自
身
に
よ
る
近
代
小
説
七
一
冊
が

挙
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
す
べ
て
大
衆
文
学
で
あ
る
。
ラ
マ
ザ
ー
ニ

ー
は
そ
れ
ら
を
「
外
国
の
小
説
の
方
法
に
よ
っ
て
」
現
代
の
作
家

た
ち
が
執
筆
し
た
小
説
と
規
定
し
、
同
時
代
人
も
そ
れ
ら
が
外
国

文
学
の
影
響
を
多
分
に
受
け
て
書
か
れ
た
も
の
と
認
識
し
て
い
る
（
77
）
。

彼
は
小
説
の
内
容
に
基
づ
い
て
そ
れ
ら
を
分
類
し
な
が
ら
紹
介
し

て
い
る
が
、
ほ
と
ん
ど
の
作
品
が
歴
史
小
説
、
社
会
小
説
、
恋
愛

小
説
、
道
徳
小
説
の
い
ず
れ
で
あ
り
、
多
く
が
そ
の
い
く
つ
か
の

性
質
を
同
時
に
備
え
る
も
の
と
し
て
紹
介
さ
れ
る
。
実
際
、
こ
こ

に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
の
は
イ
ラ
ン
近
代
文
学
史
に
お
い
て
歴
史
小

説
や
社
会
小
説
と
し
て
著
名
な
作
品
ば
か
り
で
あ
り
、
モ
シ
ュ
フ

・

ェ
グ
・
カ
ー
ゼ
ミ
ー
『
恐
る
べ
き
テ
ヘ
ラ
ンT

ēhrān-e
M
ak-

hūf

』、
ア
ッ
バ
ー
ス
・
ハ
リ
ー
リ
ー
『
暗
黒
の
時
代R

ūzgār-e
Si-

yāh

』、
ア
リ
ー
・
ダ
シ
ュ
テ
ィ
ー
『
牢
獄
の
日
々A

yyām
-e

・

M
ahbas

』、
ラ
ビ
ー
・
ア
ン
サ
ー
リ
ー
『
人
類
の
罪
業Jenāyāt-e

B
ashar

』、
モ
ハ
ン
マ
ド
・
ヘ
ジ
ャ
ー
ズ
ィ
ー
『
ホ
マ
ー

H
om

ā

』、
ラ
ヒ
ー
ム
ザ
ー
デ
・
サ
フ
ァ
ヴ
ィ
ー
『
シ
ャ
フ
ル
・

バ
ー
ヌ
ーShahr-B

ānū

』、
ヘ
イ
ダ
ル
・
ア
リ
ー
・
キ
ャ
マ
ー
リ

・

ー
『
ト
ル
カ
ー
ン
・
ハ
ー
ト
ゥ
ー
ン
の
暴
虐M

ozālem
-e
T
orkān

K
hātūn

』
な
ど
が
こ
の
時
代
を
代
表
す
る
小
説
で
あ
ろ
う
（
78
）
。

指
摘
し
て
お
く
べ
き
こ
と
は
女
性
が
主
人
公
で
あ
っ
た
り
、
作

中
の
重
要
人
物
で
あ
っ
た
り
す
る
作
品
が
非
常
に
多
い
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
当
時
、
特
に
社
会
小
説
の
作
者
で
あ
っ
た

知
識
人
を
中
心
と
し
て
、
女
性
の
社
会
的
地
位
や
境
遇
の
改
善
を

求
め
る
動
き
が
あ
っ
た
こ
と
と
連
動
し
て
い
る
（
79
）
。
イ
ラ
ン
の
近
代

小
説
は
、
伝
統
的
な
社
会
や
文
化
へ
の
批
判
と
と
も
に
、
近
代
的

都
市
生
活
に
お
い
て
発
生
し
た
諸
問
題
へ
の
批
判
と
い
う
両
義
性

を
備
え
た
文
学
と
し
て
展
開
し
て
い
っ
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き

る
。
ま
た
、
多
く
の
作
品
が
最
初
に
新
聞
に
連
載
さ
れ
た
後
、
あ

ら
た
め
て
単
行
本
に
纏
め
ら
れ
た
も
の
で
、
フ
ラ
ン
ス
を
中
心
と

す
る
新
聞
小
説
の
影
響
は
小
説
の
内
容
と
同
時
に
発
表
形
態
に
も

及
ん
で
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。
作
者
の
多
く
が
新
聞
や
雑
誌

の
発
行
に
参
加
し
た
経
験
の
持
ち
主
で
あ
っ
た
こ
と
に
も
関
係
し

て
い
よ
う
。
こ
う
し
た
点
か
ら
、
当
時
の
イ
ラ
ン
人
小
説
家
に
と

っ
て
、
西
欧
文
学
の
翻
訳
書
の
影
響
は
非
常
に
大
き
な
も
の
で
あ

っ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

・

一
方
、
長
年
に
わ
た
っ
て
「
第
三
階
級tabaqeh-e

seyyom （
80
）
」

モ
ハ
ン
マ
ド
・
ラ
マ
ザ
ー
ニ
ー
と
『
書
物K

etāb

』

七
五
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七
五
）



の
間
で
広
く
読
ま
れ
た
書
物
で
あ
る
と
ラ
マ
ザ
ー
ニ
ー
が
述
べ
て

・
・

い
る
「
物
語qasseh

」
は
、
当
時
の
識
字
層
の
間
で
は
徐
々
に

需
要
が
衰
え
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。「
物
語
」
に
は
「
口

承
・
書
承
文
芸
に
由
来
す
る
通
俗
ロ
マ
ン
ス
」
が
多
く
、「
伝
統

的
な
口
承
文
化
と
近
代
的
な
出
版
文
化
と
の
橋
渡
し
役
」
と
し
て

重
要
視
さ
れ
て
お
り
、
民
衆
の
間
で
非
常
に
人
気
の
あ
る
読
み
物

で
あ
っ
た
（
81
）
。『
書
物
』
に
は
、『
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ス
の
書E
skan-

・

darnām
eh

』、『
ハ
ム
ザ
の
秘
密R

om
ūz-e

H
am

zeh

』、『
千
夜

一
夜
物
語A

lef-e
layl

』、『
ア
ミ
ー
ル
・
ア
ル
サ
ラ
ー
ンA

m
ı̄r

・
A
rsalān

』、『
ク
ル
ド
の
ホ
セ
イ
ンH

oseyn-e
K
ord

』、『
ロ
ス
タ

ム
の
書R

ostam
nām

eh

』、『
四
人
の
托
鉢
僧C

hahār
D
arvı̄sh

』、

『
宝
石
商
サ
リ
ー
ムSalı̄m

-ē
Javāherı̄

』、『
鸚
鵡
四
〇
話C

hehr

・

・

T
ūtı̄

』、『
盗
賊
と
法
官D

ozd
va

Q
āzı̄

』
な
ど
三
四
冊
が
挙
げ
ら

れ
て
い
る
（
82
）
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
書
籍
の
需
要
に
も
多
少
の
変
化

の
兆
し
が
あ
っ
た
こ
と
を
ラ
マ
ザ
ー
ニ
ー
は
指
摘
し
て
い
る
。
例

え
ば
、『
ア
ミ
ー
ル
・
ア
ル
サ
ラ
ー
ン
』
に
つ
い
て
、「
民
衆
の
間

に
広
ま
っ
た
最
も
有
名
な
物
語
の
一
つ
で
、
年
に
一
度
は
印
刷
さ

れ
て
い
た
が
、
近
年
は
そ
れ
に
対
す
る
民
衆
の
関
心
が
薄
く
な
り
、

過
去
十
年
で
四
度
印
刷
さ
れ
た
だ
け
で
あ
っ
た
。」
と
述
べ
て
い

る
（
83
）。
こ
れ
は
イ
ラ
ン
人
に
よ
る
大
衆
小
説
が
普
及
を
見
せ
始
め
た

こ
と
で
、
読
み
物
と
し
て
の
「
物
語
」
に
対
す
る
人
々
の
関
心
が

大
衆
小
説
へ
と
移
っ
て
い
く
過
程
を
示
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
な

い
（
84
）。戯

曲
は
二
二
冊
出
版
さ
れ
て
い
る
。
イ
ラ
ン
人
に
よ
る
作
品
が

多
数
を
占
め
て
い
る
が
、
マ
ル
コ
ム
・
ハ
ー
ン
、
ハ
サ
ン
・
モ
ガ

ッ
ダ
ム
、
ア
ブ
ド
ル
・
ラ
ヒ
ー
ム
・
ハ
ル
ハ
ー
リ
ー
、
グ
レ
ゴ
ー

ル
・
ヤ
ギ
ー
キ
ヤ
ー
ン
、
サ
ー
デ
グ
・
ヘ
ダ
ー
ヤ
ト
、
ミ
ー
ル
ザ

ー
デ
・
エ
シ
ュ
ギ
ー
ら
は
い
ず
れ
も
イ
ラ
ン
演
劇
史
を
語
る
上
で

欠
か
せ
な
い
人
々
で
あ
る
。
扱
う
主
題
は
古
代
イ
ラ
ン
か
ら
現
代

ま
で
様
々
で
あ
り
、
形
式
も
喜
劇
か
ら
悲
劇
ま
で
あ
る
が
、「
本

書
は
愛
国
心
の
涵
養
に
益
す
る
」
と
い
う
解
説
が
付
さ
れ
て
お
り
、

一
般
大
衆
へ
の
イ
ラ
ン
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
植
え
つ
け
に
対
す

る
戯
曲
へ
の
期
待
が
い
か
に
あ
っ
た
か
が
読
み
取
れ
よ
う
。
実
際
、

一
九
二
〇
年
代
は
イ
ラ
ン
に
お
け
る
演
劇
の
興
隆
期
で
あ
り
、
グ

ラ
ン
ド
・
ホ
テ
ル
の
大
広
間
等
を
舞
台
に
い
く
つ
か
の
文
学
協
会

や
コ
ー
カ
サ
ス
の
劇
団
に
よ
る
演
劇
の
上
演
が
行
わ
れ
る
一
方
、

様
々
な
演
劇
協
会
の
設
立
が
盛
ん
で
あ
っ
た
。
地
方
都
市
で
は
ラ

シ
ュ
ト
か
ら
出
版
さ
れ
た
書
物
が
最
も
多
い
が
、
こ
れ
は
同
市
が

テ
ヘ
ラ
ン
に
次
ぐ
演
劇
活
動
の
中
心
で
あ
っ
た
た
め
で
も
あ
る
（
85
）
。

こ
の
よ
う
な
イ
ラ
ン
人
に
よ
る
新
し
い
文
学
の
興
隆
の
陰
に
、

ア
ー
レ
フ
・
ガ
ズ
ヴ
ィ
ー
ニ
ー
や
イ
ー
ラ
ジ
・
ミ
ー
ル
ザ
ー
ら
同

時
代
の
著
名
詩
人
に
よ
る
詩
集
、
フ
ェ
ル
ド
ウ
ス
ィ
ー
、
ハ
ー
フ

史

学
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ェ
ズ
、
サ
ア
デ
ィ
ー
と
い
っ
た
古
典
詩
人
の
詩
集
が
根
強
い
人
気

を
誇
っ
た
こ
と
も
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

最
後
に
一
七
六
冊
あ
る
教
科
書
に
つ
い
て
簡
単
に
触
れ
て
お
き

た
い
。
初
等
学
年
用
と
中
等
学
年
用
に
分
け
ら
れ
て
お
り
、
科
目

は
、
初
等
学
年
が
読
み
書
き
（
一
二
）、
算
数
（
二
一
）、
歴
史
・

地
理
・
自
然
科
学
・
保
健
（
七
）、
作
文
（
九
）、
イ
ス
ラ
ー
ム
の

教
え
・
ア
ラ
ビ
ア
語
（
一
二
）、
中
等
学
年
が
読
み
書
き
（
一
〇
）、

算
数
（
三
六
）、
歴
史
・
地
理
（
一
七
）、
科
学
史
・
物
理
・
化
学

（
三
一
）、
イ
ス
ラ
ー
ム
の
教
え
・
ア
ラ
ビ
ア
語
（
一
五
）
で
あ
る
。

他
に
、
女
子
の
た
め
の
教
科
書
（
五
）、
教
師
の
指
導
用
参
考
書

（
一
）
が
あ
る
。
教
科
書
の
点
数
は
一
年
分
で
あ
る
こ
と
を
考
え

る
と
相
当
大
き
な
比
重
を
占
め
て
い
る
と
い
え
る
。
こ
れ
は
、
ガ

ー
ジ
ャ
ー
ル
朝
下
に
お
け
る
近
代
的
な
教
育
制
度
の
拡
充
に
続
く

レ
ザ
ー
・
シ
ャ
ー
時
代
の
教
育
政
策
の
下
で
、
教
科
書
が
書
店
の

扱
う
主
要
商
品
と
し
て
浮
上
し
て
い
た
こ
と
を
裏
づ
け
る
も
の
で

あ
る
。
特
に
、
立
憲
革
命
以
降
に
な
る
と
教
科
書
を
め
ぐ
る
書
店

間
の
裁
判
が
発
生
す
る
よ
う
に
な
り
、
政
府
と
書
店
の
間
で
も
そ

の
取
り
扱
い
を
め
ぐ
っ
て
様
々
な
議
論
が
行
わ
れ
た
（
86
）
。
一
九
二
八

年
に
は
教
育
大
臣
ガ
ラ
ー
グ
ー
ズ
ル
ー
に
よ
っ
て
教
科
書
が
国
定

化
さ
れ
、
全
国
の
小
学
校
で
使
用
が
義
務
づ
け
ら
れ
た
（
87
）
。
こ
う
し

た
措
置
に
よ
り
、
国
定
教
科
書
の
出
版
を
請
け
負
っ
た
書
籍
出
版

業
者
は
発
展
期
を
迎
え
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
（
88
）
。

ラ
マ
ザ
ー
ニ
ー
は
そ
う
し
た
経
緯
を
背
景
に
、
次
の
よ
う
に
述

べ
て
い
る
。

「
い
ま
だ
に
議
会
印
刷
所
に
よ
る
、
教
育
省
の
特
別
の
活
版

を
用
い
て
の
二
、
三
の
特
定
の
書
店
の
た
め
の
教
科
書
出
版
の

独
占
は
解
消
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
の
た
め
、
教
科
書
は
活
版
の

老
朽
化
や
紙
質
の
悪
さ
そ
の
他
に
よ
っ
て
、
次
第
に
従
来
の
よ

う
な
水
準
に
戻
っ
て
い
く
で
あ
ろ
う
。
第
五
、
第
六
学
年
で
も
、

地
理
や
歴
史
の
教
科
書
が
印
刷
さ
れ
た
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
の

印
刷
が
非
常
に
美
し
い
も
の
で
あ
る
に
せ
よ
、
地
理
教
科
書
の

価
格
の
高
さ
は
一
般
の
人
々
に
と
っ
て
耐
え
難
い
も
の
で
あ
り
、

歴
史
教
科
書
も
高
価
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
こ
れ
よ
り
も
安
い

価
格
で
販
売
す
る
こ
と
は
で
き
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
私
は
希

望
す
る
。
学
生
た
ち
の
苦
労
の
原
因
に
な
ら
な
い
よ
う
な
や
り

方
で
そ
れ
ら
の
出
版
の
独
占
を
特
別
な
書
店
に
委
ね
る
こ
と
を
。

そ
う
す
れ
ば
、
次
第
に
こ
の
よ
う
な
欠
点
は
解
消
さ
れ
、
第
五
、

第
六
学
年
の
読
み
書
き
や
数
学
の
教
科
書
の
出
版
に
よ
っ
て
、

初
等
学
年
の
生
徒
た
ち
は
完
全
に
安
心
す
る
こ
と
が
で
き
る
の

で
あ
る
（
89
）
。」

モ
ハ
ン
マ
ド
・
ラ
マ
ザ
ー
ニ
ー
と
『
書
物K

etāb
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第
二
次
世
界
大
戦
後
に
教
科
書
価
格
の
値
下
げ
を
政
府
に
要
求

し
た
彼
の
問
題
意
識
の
萌
芽
が
こ
の
発
言
に
示
さ
れ
て
い
る
。
政

府
と
一
部
の
書
店
に
よ
る
独
占
的
な
教
科
書
出
版
の
在
り
よ
う
と

そ
れ
に
対
す
る
書
籍
商
と
し
て
の
批
判
が
こ
め
ら
れ
て
い
る
と
解

釈
で
き
よ
う
。

五

お
わ
り
に

モ
ハ
ン
マ
ド
・
ラ
マ
ザ
ー
ニ
ー
は
、
読
書
室
の
開
設
や
書
店
の

経
営
、
書
籍
目
録
の
作
成
と
い
っ
た
営
み
を
通
じ
て
、
近
代
イ
ラ

ン
に
お
け
る
出
版
文
化
の
形
成
の
一
端
を
担
っ
た
。
こ
う
し
た
貢

献
は
「
イ
ラ
ン
の
書
物
の
父
」
と
呼
ば
れ
る
に
相
応
し
い
も
の
で

あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
彼
が
作
成
し
た
『
書
物
』
の
目

録
は
、
一
九
二
〇
年
代
の
イ
ラ
ン
が
迎
え
た
出
版
文
化
の
興
隆
期

の
諸
相
を
描
き
出
し
て
い
る
。
一
般
的
に
は
出
版
に
対
し
て
厳
し

い
抑
圧
が
加
え
ら
れ
た
と
さ
れ
る
レ
ザ
ー
・
シ
ャ
ー
期
だ
が
、
厳

し
い
検
閲
を
受
け
て
い
た
と
さ
れ
る
新
聞
や
雑
誌
と
は
対
照
的
に
、

多
種
多
様
な
書
籍
が
流
通
し
て
い
た
。
古
典
文
学
や
宗
教
書
が
依

然
と
し
て
高
い
需
要
を
保
っ
て
い
た
も
の
の
、
翻
訳
の
受
容
を
経

て
次
第
に
新
し
い
内
容
の
書
物
が
出
現
し
、
そ
れ
ら
は
様
々
な
分

野
で
レ
ザ
ー
・
シ
ャ
ー
期
の
近
代
化
に
向
け
た
知
識
人
の
思
想
的

潮
流
と
深
い
関
係
を
有
し
て
い
た
。
し
か
し
一
方
で
、
も
し
、

『
書
物
』
に
掲
載
さ
れ
た
書
籍
が
出
版
法
や
検
閲
に
抵
触
し
な
い

書
物
だ
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
と
す
る
な
ら
ば
、
こ
の
「
罰
せ

ら
れ
る
こ
と
の
な
い
書
籍
」
の
羅
列
は
、
言
論
・
出
版
の
自
由
が

甚
だ
し
く
制
約
さ
れ
て
い
た
レ
ザ
ー
・
シ
ャ
ー
期
の
出
版
界
の
本

質
を
示
す
も
の
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

今
後
は
、
ラ
マ
ザ
ー
ニ
ー
の
残
し
た
多
種
多
様
な
書
物
の
分
析

を
通
じ
て
、
レ
ザ
ー
・
シ
ャ
ー
期
の
文
化
に
関
す
る
考
察
が
よ
り

い
っ
そ
う
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
る
が
、
そ
の
た
め

に
は
『
書
物
』
に
掲
載
さ
れ
た
書
籍
の
収
集
が
必
要
と
な
る
。
ま

た
、
書
籍
の
流
通
経
路
、
書
籍
商
の
活
動
、
読
者
層
の
分
析
、
出

版
と
検
閲
の
関
係
な
ど
は
史
料
的
な
制
約
も
あ
り
十
分
な
考
察
を

行
う
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
で
将
来
の
課
題
と
し
た
い
。
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Īrān

.

・

vol.3.T
ehrān

:Farhang-e
M
o

�āser.

・

G
olbon,M

oham
m
ad.1383K

h.“D
āneshm

andān-e
K
etābforūsh

va
K
etābforūshān-e

D
āneshm

and,”
K
etābforūshı̄:yādnām

eh-
ye

B
ābak

A
fshār.

T
ehrān

:N
ashr-e

Shahāb-e
Sāqeb

,
pp

.
491

�500.
・

H
onar,

�Alı̄M
oham

m
ad.1383K

h.
“K

etābforūshı̄-hā-ye
Pātūq,”

K
etābforūshı̄:yādnām

eh-ye
B
ābak

A
fshār.

T
ehrān

:N
ashr-e

Shahāb-e
Sāqeb,pp.687

�698.
Jalālı̄,

‘A
yn

A
llāh

.
1383K

h
.
“C

hahār
N
asr-e

N
āsher,”

K
etābfo-

rūshı̄:yādnām
eh-ye

B
ābak

A
fshār.T

ehrān:N
ashr-e

Shahāb-
e
Sāqeb,pp.229

�234.

・

K
ashānı̄,

N
āder

M
atlabı̄.

1383K
h
.
“K

etābforūshān-e
T
ehrān

dar
sāl-ē

1306,”
K
etābforūshı̄

:yādnām
eh-ye

B
ābak

A
fshār.

T
ehrān

:N
ashr-e

Shahāb-e
Sāqeb,pp.603
�608.

K
ashani-Sabet,

Firoozeh
.
2005.

“Patriotic
W
om

anhood
:T

he
C
ulture

of
Fem

inism
in

M
odern

Iran,
1900

�1941,”
B
ritish

Journal
ofM

iddle
E
astern

Studies
32

�1,pp.29

�46.
M
artin,

W
illiam

H
.
and

Sandra
M
ason.

2006.
“T

he
D
evelop-

m
ent

of
Leisure

in
Iran

:T
he

E
xperience

of
the

T
w
entieth

C
entury,”

M
iddle

E
astern

Studies
42/2,pp.239

�254.
M
arzolph

,
U
lrich

.
2001.

“Persian
Popular

Literature
in

the
Q
ajar

Period,”
A
sian

F
olklore

Studies
60/2,pp.215

�236.
M
enashri,

D
avid.

1992.
E
ducation

and
the

M
aking

of
M
odern

Iran
.Ithaca

and
London

:C
ornellU

niversity
Press.

M
ı̄novı̄,

M
ojtavá.

1383K
h.

Pānzdah
G
oftār

:darbāreh-ye
chand

tan
az

rejāl-e
adab-e

U
rūpā

:
az

Ū
m
ı̄rūs

tā
B
ernāld

Shā
.

2nd
ed.,T

ehrān
:E

nteshārāt-e
T
ūs.

M
oham

m
adi,M

ajid.2008.Judicial
R
eform

and
R
eorganization

in
20

th
C
entury

Iran
.N

ew
Y
ork

and
London

:R
outledge.

・

M
ostafá

M
oshfeq

K
āzem

ı̄.
1350K

h
.
R
ūzgār

va
A
ndı̄sheh-hā

.
vol.1.T

ehrān
:E

bn-ē
Sı̄nā.

N
afı̄sı̄,

Sa

�ı̄d.
1384K

h
.
B
eh

R
evāyat-e

Sa

�ı̄d
N
afı̄sı̄

:khāterāt-e
siyāsı̄,

adabı̄,
javānı̄.

‘A
lı̄
R
ezā

E

�tem
ād

（ed.

）,2nd
ed.,

T
e-

hrān
:N

ashr-e
M
arkaz.

N
avabpour,R

eza.1996.“T
he

‘W
riter’and

the
‘People’:Jam

āl-
zādeh’s

Y
ekı̄

B
ūd

Y
ekı̄

N
abūd

:a
R
ecast,”

B
ritish

Journal
ofM

idlle
E
astern

Studies
23/1,pp.69

�75.
N
ūrbakhsh

,
M
as

�ūd
.
1381K

h
.
T
ehrān

beh
R
avāyat-e

T
ārı̄kh

.
vol.4.T

ehrān
:

�Elm
.

Q
āsem

ı̄,
Seyyed

Farı̄d
.
1379K

h
.
T
ārı̄kh-e

R
ūznām

enegārı̄-ye
Īrān.2

vols.T
ehrān

:Sāzm
ān-e

C
hāp

va
E
nteshārāt-e

V
ezārat-e

Farhang
va

E
rshād-e

E
slām

ı̄.
Q
āsem

ı̄,Seyyed
Farı̄d

（ed.

）.1380K
h.

K
etāb.

T
ehrān

:N
ashr-e

M
arkaz.

Q
āsem

ı̄,Seyyed
Farı̄d.1380K

h.“M
oqaddam

eh,”
K
etāb.T

ehrān
:

N
ashr-e

M
arkaz,pp.3

�24.

・

Q
āsem

ı̄,Seyyed
Farı̄d.

1383K
h.

A
vvalı̄n-hā

-ye
M
atbū

�āt-e
Īrān.

T
ehrān,N

ashr-e
Ā
bı̄.

R
eid,

D
onald

M
.
1974.

“T
he

Syrian
C
hristians

and
E
arly

So-
cialism

in
the

A
rab

W
orld,”

International
Journal

of
M
id-

dle
E
ast

Studies
5/2,pp.177

�193.

史
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・

・

Sadı̄d
al-Saltaneh,M

oham
m
ad

�Alı̄K
hān.1362K

h.Safarnām
eh-

・

・

ye
Sadı̄d

al-Saltaneh
.
A
hm

ad
E
qtedārı̄

（ed
.

）,
T
ehrān

:
E
nteshārāt-e

B
ehenshar.

・

・

Sadr
H
āshem

ı̄,
M
oham

m
ad

.
1363

K
h
.
T
ārı̄kh-e

Jarāyed
va

・

M
ajallāt-e

Īrān
.4

vols,2nd.ed.,E
sfahān,E

nteshārāt-e
K
ā-

m
el.

Sa

�dvangiyān
,
Sı̄rūs

and
K
āve

B
ayāt.

1380K
h
.
“G

oftogū
bā

M
odı̄r-e

E
nteshārāt-e

E
bn-e

Sı̄nā,”
K
etāb.

T
ehrān

:N
ashr-e

M
arkaz,39

�60.
Schayegh

,
C
yrus.

2005.
““A

Sound
M
ind

Lives
in

a
H
ealthy

B
ody”

:T
exts

and
C
ontexts

in
the

Iranian
M
odernists’Sci-

entific
D
iscourse

of
H
ealth

,
1910

s

�40
s,”

International
Journal

ofM
iddle

E
ast

Studies
37,pp.167

�188.
Shaffer,

B
renda.

2002.
B
orders

and
B
rethren

:Iran
and

the
challenge

ofA
zerbaijani

Identiry.C
am

bridge
:M

IT
Press.

・

Shı̄rāzı̄,
D
āvūd

R
am

a¨ zān.
1383K

h
.
“E

ttehādı̄yeh-ye
N
āsherān

va
K
etābforūshān-e

T
ehrān

,”
K
etābforūshı̄

:
yādnām

eh-ye
B
ābak

A
fshār.

T
ehrān

:N
ashr-e

Shahāb-e
Sāqeb,

pp.
285

�
292.

�

Siyāsı̄,
‘A
lı̄
A
kbār.

1386K
h
.
G
ozāresh-e

Y
ek

Zendagı̄.
T
ehrān

:
N
ashr-e

A
khtarān.

V
aziri,M

ostafa.1993.Iran
as

Im
agined

N
ation

:T
he

C
onstruc-

tion
ofN

ational
Identity.N

ew
Y
ork

:Paragon
H
ouse

註（
１
）
﹇A

lbin
1986

:1

﹈

（
２
）
﹇A

lbin
1986

:2

�4

﹈

（
３
）
本
稿
で
は
﹇Q

āsem
ı̄1380a

﹈
を
資
料
と
す
る
。
本
書
に
は

『
書
物
』
の
本
文
の
ほ
か
、
い
く
つ
か
の
付
録
的
論
文
が
つ
い
て
い

る
。
そ
れ
ら
に
つ
い
て
は
各
論
文
の
著
者
名
（
著
者
不
明
の
場
合

は
論
文
名
、
資
料
名
）
で
別
に
文
献
と
し
て
挙
げ
て
あ
る
。
混
同

を
避
け
る
た
め
、
以
下
の
記
述
で
は
、『
書
物
』
の
本
文
か
ら
引
用

す
る
場
合
、﹇K

etāb

﹈
と
略
記
す
る
。

（
４
）
﹇Q

āsem
ı̄1379

:vol.1,199

�202

﹈﹇Q
āsem

ı̄
1379

:vol.
2,

751

�781

﹈

（
５
）
代
表
的
な
研
究
書
に
つ
い
て
は
﹇
吉
村

2007
:6

�10

﹈
に
解

題
が
あ
る
の
で
、
そ
ち
ら
を
参
照
の
こ
と
。

（
６
）
彼
の
生
涯
に
つ
い
て
は
、
セ
イ
エ
ド
・
フ
ァ
リ
ー
ド
・
ガ
ー
セ

ミ
ー
に
よ
る
『
書
物
』
の
解
題
﹇Q

āsem
ı̄1380b

﹈
の
ほ
か
、

・

┃

﹇Ā
sheqtarı̄n

M
ard-e

Īrān
1380

﹈﹇E
ttehād

1380

﹈﹇Ā
zarang

&
D
ahbāshı̄

1382

﹈﹇Sa

�dvangiyān
&

B
ayāt

1380

﹈﹇Jalālı̄
1383

﹈
に
拠
っ
た
。

（
７
）
﹇E

qbāl1383:103

﹈

（
８
）
﹇Sa

�dvangiyān
&

B
ayāt

1380:41

﹈

（
９
）
マ
フ
ム
ー
ド
は
シ
ャ
ル
グ
書
店
、
エ
ブ
ラ
ー
ヒ
ー
ム
は
エ
ブ

ネ
・
ス
ィ
ー
ナ
ー
書
店
を
経
営
し
た
。
モ
ハ
ン
マ
ド
・
ラ
マ
ザ
ー

ニ
ー
の
息
子
モ
フ
セ
ン
も
パ
デ
ィ
ー
デ
出
版
社
を
経
営
し
た
。
こ

の
三
名
は
故
人
で
あ
る
。
ジ
ャ
ヴ
ァ
ー
ド
の
息
子
ア
リ
ー
・
レ
ザ

ー
は
現
在
マ
ル
キ
ャ
ズ
出
版
社
を
経
営
し
て
い
る
。

（
１０
）
﹇Ā

sheqtarı̄n
M
ard-e

Īrān
1380:32

﹈

（
１１
）
一
九
〇
一
年
、
モ
ス
ク
ワ
で
政
治
学
を
学
ん
だ
ミ
ー
ル
ザ
ー
・

ハ
サ
ン
・
ハ
ー
ン
・
モ
シ
ー
ロ
ッ
ド
ウ
レ
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
た
。

モ
ハ
ン
マ
ド
・
ラ
マ
ザ
ー
ニ
ー
と
『
書
物K

etāb

』

八
一
（
八
一
）



外
務
省
に
附
属
し
て
お
り
、
卒
業
生
の
多
く
は
同
省
に
就
職
し
た

と
い
う
﹇A

raste
1969:32

�33

﹈。
一
九
二
七
年
に
は
教
育
省
の

管
轄
下
に
入
り
、
一
九
三
五
年
の
テ
ヘ
ラ
ン
大
学
創
立
と
と
も
に

法
学
部
と
し
て
そ
の
一
部
を
構
成
す
る
よ
う
に
な
っ
た
﹇N

ūr-
bakhsh

1381:1548

�1549

﹈。

（
１２
）
﹇Q

āsem
ı̄1379:vol.2,751

﹈

（
１３
）
﹇Jalālı̄1383:230

�231

﹈

┃

（
１４
）
﹇Ā

zarang
&

D
ahbāshı̄1382:91

�92

﹈

┃

（
１５
）
﹇Ā

zarang
&

D
ahbāshı̄1382:91

﹈

（
１６
）
こ
の
雑
誌
に
つ
い
て
は
﹇Q

āsem
ı̄1379:vol.2,755

�759

﹈

・

に
簡
潔
な
記
述
が
あ
る
。
あ
わ
せ
て
﹇Sadr

H
āshem

ı̄1363:vol.
3,66

�71

﹈
も
参
照
。

（
１７
）
﹇Q

āsem
ı̄1379:vol.2,759

�761
﹈

（
１８
）
こ
の
よ
う
な
形
式
の
小
冊
子
の
発
行
は
、
そ
の
後
、
タ
ラ
ッ
ギ

ー
、
グ
ー
テ
ン
ベ
ル
グ
、
ア
フ
シ
ャ
ー
リ
ー
と
い
っ
た
書
店
が
追

随
し
、
一
頃
流
行
し
た
と
い
う
﹇Sa

�dvangiyān
&

B
ayāt

1380:
53

﹈。

・

（
１９
）
﹇Sadı̄d

al-Saltaneh
1362

:353

�571

﹈
を
参
照
。

┃

（
２０
）
﹇Ā

zarang
&

D
ahbāshı̄1382

:92

﹈。
な
お
、
モ
ハ
ン
マ

ド
・
ゴ
ル
ボ
ン
に
よ
れ
ば
、
彼
は
教
科
書
の
無
償
提
供
を
も
主
張

し
た
よ
う
で
あ
る
﹇G

olbon
1383

:498

﹈。

（
２１
）
同
組
合
に
つ
い
て
は
﹇Shı̄rāzı̄1383

﹈
を
参
照
せ
よ
。

（
２２
）
お
そ
ら
く
、
ハ
ー
ヴ
ァ
ル
書
店
が
店
舗
を
構
え
て
い
た
土
地
の

権
利
問
題
に
関
す
る
裁
判
に
関
係
し
て
い
る
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

こ
れ
に
つ
い
て
は
第
四
部
発
行
後
に
、
こ
の
冊
子
を
ま
と
め
て
販

売
す
る
際
に
付
け
た
と
思
わ
れ
る
解
題
﹇K

etāb
:dād

﹈
を
参
照
。

（
２３
）
こ
の
規
約
に
は
、
在
庫
の
あ
る
書
籍
は
一
日
以
内
に
、
稀
覯
本

は
一
週
間
以
内
に
用
意
す
る
こ
と
、
書
籍
を
大
量
に
購
入
す
る
者

や
一
括
し
て
購
入
す
る
者
に
は
一
割
の
値
引
き
を
行
う
こ
と
、
地

方
に
送
る
場
合
は
書
籍
の
本
体
価
格
の
一
割
が
郵
送
料
と
し
て
追

加
さ
れ
る
こ
と
（
た
だ
し
、
ハ
ー
ヴ
ァ
ル
書
店
が
出
版
し
た
書
籍

に
つ
い
て
は
同
書
店
が
負
担
）、
印
刷
本
、
写
本
を
問
わ
ず
適
正
な

価
格
で
買
い
取
る
こ
と
、
ペ
ル
シ
ア
語
以
外
の
書
籍
の
売
買
も
行

っ
て
い
る
こ
と
な
ど
が
記
さ
れ
て
お
り
、
当
時
の
書
店
経
営
の
実

態
を
示
唆
す
る
も
の
と
し
て
興
味
深
い
﹇K

etāb
:alef

﹈。

（
２４
）
﹇K

etāb
:jozve-ye

avval,3

﹈

（
２５
）
﹇K

etāb
:jozve-ye

avval,3

﹈

（
２６
）
﹇A

braham
ian

1982
:151

�154

﹈

（
２７
）
『
書
物
』
の
目
録
に
記
載
さ
れ
て
い
る
書
物
の
価
格
は
、
無
料

で
配
布
さ
れ
た
書
物
を
除
く
と
、
五
シ
ャ
ー
ヒ
ー
か
ら
一
〇
ト
マ

ン
の
間
で
あ
る
。
サ
イ
ー
ド
・
ナ
フ
ィ
ー
ス
ィ
ー
の
回
想
に
よ
れ

ば
、
一
九
二
〇
年
代
前
半
に
お
け
る
召
使
の
月
給
が
五
ト
マ
ン
、

官
僚
の
月
給
が
一
〇
〇
ト
マ
ン
で
あ
っ
た
と
い
う
か
ら
、
民
衆
に

と
っ
て
は
書
物
が
安
価
な
商
品
で
は
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
が
わ

か
る
﹇N

afı̄sı̄1384
:510

﹈。

（
２８
）
当
時
の
識
字
率
に
つ
い
て
正
確
に
は
明
ら
か
に
な
っ
て
い
な
い

が
、
一
九
二
〇
年
代
初
頭
、
イ
ラ
ン
全
体
で
は
五
パ
ー
セ
ン
ト
程

度
、
テ
ヘ
ラ
ン
で
は
二
〇
パ
ー
セ
ン
ト
と
推
計
す
る
こ
と
が
で
き

る
﹇
藤
元

2006
:124

﹈﹇M
artin

&
M
ason

2006
:242

﹈。

（
２９
）
一
九
三
四
年
一
〇
月
に
は
フ
ェ
ル
ド
ウ
ス
ィ
ー
の
生
誕
一
千
年

を
記
念
す
る
国
際
会
議
が
開
か
れ
る
が
、
そ
れ
に
合
わ
せ
て
ラ
マ

ザ
ー
ニ
ー
は
五
巻
本
の
『
シ
ャ
ー
・
ナ
ー
メ
』
を
出
版
し
よ
う
と

史

学
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し
て
い
た
。
な
お
、
ハ
ー
ヴ
ァ
ル
書
店
が
出
版
し
た
こ
の
『
シ
ャ

ー
・
ナ
ー
メ
』
は
、
内
務
大
臣
の
通
達
に
よ
っ
て
国
内
の
学
者
た

ち
に
推
奨
さ
れ
た
ほ
ど
優
れ
た
も
の
だ
っ
た
と
い
う
﹇Jalālı̄

1383
:231

﹈。

（
３０
）
﹇Shaffer

2002:48

﹈

・

（
３１
）

Q
āhereh

と
い
う
表
記
が
三
、M

esr

と
い
う
表
記
が
一
で
あ

る
。

（
３２
）
政
府
の
管
理
下
に
あ
り
、
一
九
一
一
年
以
降
、
議
会
の
建
物
の

中
に
移
転
し
た
﹇
岩
見

2006:19

﹈。

（
３３
）
﹇
岩
見

2006
:20

﹈

（
３４
）
各
書
店
の
創
業
者
に
つ
い
て
は
﹇E

qbāl1383

﹈
を
参
照
せ
よ
。

（
３５
）
﹇K

etāb
:jozveh-ye

dovvom
va

seyyom
,2

�23,33

�40

﹈

（
３６
）
﹇M

arzolph
2001

:220

﹈

（
３７
）
ガ
ー
ジ
ャ
ー
ル
朝
期
に
お
け
る
翻
訳
事
業
に
つ
い
て
は
﹇Ā

ry-
ānpūr

1382
:vol.1,259

�260

﹈
を
参
照
せ
よ
。

（
３８
）
﹇M

enashri1992
:71

�72

﹈

（
３９
）
﹇Ā

ryānpūr
1382

:vol.2,237

�238

﹈

（
４０
）
﹇M

ı̄novı̄1383
:348

�349

﹈

（
４１
）
一
九
世
紀
に
は
モ
リ
エ
ー
ル
、
セ
ル
バ
ン
テ
ス
、
ル
サ
ー
ジ
ュ
、

ヴ
ォ
ル
テ
ー
ル
、
デ
ュ
マ
、
ヴ
ェ
ル
ヌ
、
セ
ギ
ュ
ー
ル
、
フ
ェ
ヌ

ロ
ン
な
ど
が
翻
訳
さ
れ
、
立
憲
革
命
か
ら
一
九
二
一
年
ま
で
に
ベ

ル
ナ
ル
ダ
ン
・
サ
ン
�
ピ
エ
ー
ル
、
シ
ュ
ー
、
ユ
ゴ
ー
、
プ
レ
ヴ

ォ
ー
、
テ
ラ
ー
ユ
、
ロ
テ
ィ
ー
な
ど
が
翻
訳
さ
れ
た
﹇B

alaÿ
2001

:154

�156

﹈。

（
４２
）
た
だ
し
、
本
稿
で
割
愛
し
た
『
ア
フ
サ
ー
ネ
』
に
は
こ
れ
ま
で

挙
げ
た
人
々
以
外
に
以
下
の
作
家
が
翻
訳
さ
れ
て
い
る
。
フ
ラ
ン

ス
文
学
で
は
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
、
モ
ー
パ
ッ
サ
ン
、
ド
ー
デ
、
ミ

ュ
ッ
セ
、
バ
ル
ザ
ッ
ク
、
ド
イ
ツ
文
学
で
は
ハ
イ
ネ
、
イ
ギ
リ
ス

文
学
で
は
ラ
ム
、
キ
ッ
プ
リ
ン
グ
、
ア
メ
リ
カ
文
学
で
は
オ
ー
・

ヘ
ン
リ
ー
、
ポ
ー
、
ア
ラ
ブ
文
学
で
は
ジ
ュ
ブ
ラ
ー
ン
・
ハ
リ
ー

ル
・
ジ
ュ
ブ
ラ
ー
ン
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
や
バ

ル
ザ
ッ
ク
が
ペ
ル
シ
ア
語
に
翻
訳
さ
れ
た
の
は
第
二
次
世
界
大
戦

以
後
で
あ
る
と
い
う
記
述
は
誤
り
で
あ
る
﹇B

alaÿ
2001

:155

﹈。

（
４３
）
彼
ら
の
大
部
分
は
今
日
で
は
忘
れ
ら
れ
た
作
家
と
い
え
る
が
、

近
年
の
フ
ラ
ン
ス
文
学
研
究
の
分
野
で
は
﹇
小
倉

2004

﹈
の
よ
う

な
す
ぐ
れ
た
研
究
が
現
れ
て
い
る
。

（
４４
）
﹇K

etāb
:jozveh-ye

chahārom
,11

�14

﹈

（
４５
）
﹇K

etāb
:jozveh-ye

chahārom
,15

�17

﹈

┃

（
４６
）
﹇M

oshfeq
K
āzem

ı̄1350
:58

﹈。
新
聞
の
連
載
小
説
は
イ
ラ

ン
で
は
「
余
白
小
説rom

ān-e
pāvarqı̄

」
と
呼
ば
れ
て
い
た
﹇
藤

元

2006
:125

﹈。

（
４７
）
イ
ラ
ン
に
お
け
る
「
知
識
人
文
学
」
と
「
大
衆
文
学
」
の
特
徴

に
つ
い
て
は
﹇
藤
元

2006:121

�123

﹈
を
参
照
せ
よ
。
ま
た
、
知

識
人
文
学
の
停
滞
の
原
因
を
彼
ら
に
よ
る
現
実
認
識
と
大
衆
の
そ

れ
と
の
懸
隔
や
意
識
的
な
大
衆
の
排
除
に
求
め
る
分
析
と
し
て

﹇N
avabpour

1996

﹈
が
あ
る
。

（
４８
）
彼
ら
の
文
学
活
動
に
つ
い
て
は
﹇B

rugm
an

1984:210,218

�

224

﹈、
社
会
主
義
思
想
に
つ
い
て
は
﹇R

eid
1974

﹈
を
参
照
せ
よ
。

（
４９
）
一
九
世
紀
に
お
け
る
歴
史
書
の
翻
訳
に
関
し
て
は
﹇A

dam
iyat

1971:149

�150

﹈
を
参
照
せ
よ
。

（
５０
）
こ
の
点
に
つ
い
て
は
﹇A

bdi2001

﹈
に
詳
し
い
。

（
５１
）
﹇K

etāb:jozveh-ye
dovvom

va
seyyom

,23

�26

﹈

モ
ハ
ン
マ
ド
・
ラ
マ
ザ
ー
ニ
ー
と
『
書
物K

etāb

』

八
三
（
八
三
）



（
５２
）
﹇K

etāb:jozveh-ye
dovvom

va
seyyom

,34

�35,45

﹈

（
５３
）
受
容
の
あ
り
方
に
つ
い
て
一
言
す
れ
ば
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
留
学

経
験
の
あ
る
若
者
ら
は
、
翻
訳
に
頼
る
こ
と
な
く
、
原
書
に
接
す

る
機
会
も
当
然
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
イ
ラ
ン
に
お
け
る
近
代
演

劇
の
先
駆
者
の
一
人
で
あ
る
レ
ザ
ー
・
シ
ャ
フ
ラ
ザ
ー
ド
は
会
話

の
中
で
ユ
ゴ
ー
、
ミ
ュ
ッ
セ
、
ヴ
ィ
ー
ニ
ー
、
ゴ
ー
チ
エ
を
引
用

し
、
フ
ロ
ー
ベ
ー
ル
の
『
ボ
ヴ
ァ
リ
ー
夫
人
』
や
『
サ
ラ
ン
ボ

・

ー
』
を
称
賛
し
た
と
い
う
﹇M

oshfeq
K
āzem

ı̄1350:131

�132

﹈。

フ
ロ
ー
ベ
ー
ル
の
作
品
の
ペ
ル
シ
ア
語
へ
の
翻
訳
は
第
二
次
世
界

大
戦
後
で
あ
る
と
い
う
か
ら
﹇B

alaÿ
2001:155

﹈、
お
そ
ら
く
原

書
で
読
ん
だ
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
後
に
テ
ヘ
ラ
ン
大
学
学
長
と

な
る
ア
リ
ー
・
ア
ク
バ
ル
・
ス
ィ
ヤ
ー
ス
ィ
ー
は
、1911

年
に
国

費
留
学
生
と
し
て
フ
ラ
ン
ス
に
赴
い
た
際
に
、
モ
リ
エ
ー
ル
、
ラ

シ
ー
ヌ
、
コ
ル
ネ
イ
ユ
、
バ
ル
ザ
ッ
ク
、
デ
ュ
マ
、
ユ
ゴ
ー
、
ミ

ュ
ッ
セ
、
ラ
マ
ル
テ
ィ
ー
ヌ
な
ど
を
原
書
で
読
ん
で
い
る
﹇Siyāsı̄

1386:57

﹈。

（
５４
）
軍
印
刷
所
は
軍
事
関
連
の
書
物
だ
け
で
は
な
く
、
文
学
作
品
な

ど
も
印
刷
し
て
い
る
。
一
九
二
一
年
か
ら
一
九
二
六
年
に
駆
け
て

行
わ
れ
た
軍
隊
の
近
代
化
の
編
成
に
つ
い
て
は
﹇C

ronin
1997

﹈

が
詳
し
い
。
ま
た
、
中
央
集
権
化
と
軍
事
改
革
と
の
関
わ
り
に
つ

い
て
は
、﹇
八
尾
師

1998
:49

�53

﹈
も
参
照
せ
よ
。

（
５５
）
﹇N
afı̄sı̄1384

:191

﹈

（
５６
）
﹇C

ronin
1997

:27

﹈

・

（
５７
）
﹇M

oshfeq
K
āzem

ı̄1350
:197

﹈

・

（
５８
）
﹇M

oshfeq
K
āzem

ı̄1350
:169,190

﹈

（
５９
）
﹇C

ronin
1997

:241

�242

﹈

（
６０
）
﹇C

ronin
1997

:242

�243

﹈

（
６１
）
こ
の
点
に
つ
い
て
の
詳
細
な
議
論
は
﹇V

aziri1993

﹈
を
参
照

せ
よ
。

（
６２
）
﹇A

fshari1993

﹈

（
６３
）
﹇
八
尾
師

1998
:60

�65

﹈

（
６４
）
﹇K

etāb
:jozveh-ye

avval,24

�25,31

﹈

（
６５
）
﹇K

etāb
:jozveh-ye

avval,30

�31

﹈

（
６６
）
﹇K

etāb
:jozveh-ye

avval,31

﹈

（
６７
）
﹇K

etāb
:jozveh-ye

avval,32

﹈

（
６８
）
レ
ザ
ー
・
シ
ャ
ー
期
に
お
け
る
鉄
道
や
道
路
の
建
設
に
伴
う
国

内
輸
送
の
発
展
と
輸
送
コ
ス
ト
の
軽
減
に
関
し
て
は
﹇C

law
son

1993

﹈
を
参
照
せ
よ
。

（
６９
）
た
だ
し
、
年
鑑
の
歴
史
は
一
八
七
〇
年
代
に
ま
で
遡
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
で
あ
る
﹇Q

āsem
ı̄1383

:381

�405

﹈。

（
７０
）
﹇Schayegh

2005
:172

�173

﹈

（
７１
）
﹇
桜
井

1991

﹈

（
７２
）
﹇K

ashani-Sabet
2005

﹈

・

（
７３
）
﹇M

oshfeq
K
āzem

ı̄1350
:171

﹈

（
７４
）
考
察
対
象
と
な
る
年
代
が
限
定
さ
れ
て
い
る
た
め
か
、
近
代
イ

ラ
ン
の
経
済
思
想
を
扱
っ
た
専
論
﹇D

adkhah
2003

﹈
で
も
こ
れ

ら
の
書
籍
へ
の
言
及
は
な
い
。

（
７５
）
﹇K

etāb
:jozveh-ye

dovvom
va

seyyom
,53

�56

﹈

（
７６
）
レ
ザ
ー
・
シ
ャ
ー
期
を
含
め
た
近
現
代
の
イ
ラ
ン
に
お
け
る
司

法
制
度
に
関
す
る
最
新
の
研
究
と
し
て
﹇M

oham
m
adi2008

﹈

が
あ
る
。

（
７７
）
﹇K

etāb
:jozveh-ye

chahārom
,2

﹈

史

学

第
七
八
巻

第
一
・
二
号

八
四
（
八
四
）



（
７８
）
個
々
の
作
品
の
あ
ら
す
じ
や
作
者
に
つ
い
て
は
﹇Ā

ryānpūr
1382

:vol.3,224

�441

﹈
を
参
照
せ
よ
。

・

（
７９
）
﹇M

oshfeq
K
āzem

ı̄1350
:141,315

﹈

（
８０
）
こ
の
場
合
の
「
第
三
階
級
」
と
は
一
般
民
衆
の
こ
と
で
あ
る
。

ラ
マ
ザ
ー
ニ
ー
の
同
時
代
人
で
書
物
を
通
じ
て
深
い
関
わ
り
の
あ

っ
た
サ
イ
ー
ド
・
ナ
フ
ィ
ー
ス
ィ
ー
の
回
想
録
に
も
こ
う
し
た
用

語
は
頻
繁
に
出
現
す
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
第
一
階
級
と
は
貴
族

や
名
士
層
、
第
二
階
級
は
彼
の
よ
う
な
近
代
的
中
間
層
、
第
三
階

級
と
は
そ
れ
以
外
の
一
般
大
衆
を
指
す
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
例

え
ば
﹇N

afı̄sı̄1384
:618,636

�638

﹈
を
参
照
せ
よ
。

（
８１
）
﹇
藤
元

2006:124

�125
﹈

（
８２
）
﹇K

etāb
:jozveh-ye

chahārom
,34

�37

﹈

（
８３
）
﹇K

etāb
:jozveh-ye

chahārom
,35

﹈

（
８４
）
も
っ
と
も
「
語
り
物
」
と
し
て
の
「
物
語
」
は
こ
の
時
期
以
降

も
消
滅
し
た
わ
け
で
は
な
く
、
ナ
ッ
カ
ー
ルnaqqāl

と
呼
ば
れ
た

物
語
師
に
よ
っ
て
語
ら
れ
て
い
た
﹇M

arzolph
2001:217

�218

﹈。

（
８５
）
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
当
時
ラ
シ
ュ
ト
の
文
学
青
年
ら
と
交
流

の
あ
っ
た
サ
イ
ー
ド
・
ナ
フ
ィ
ー
ス
ィ
ー
の
証
言
﹇N

afı̄sı̄1384
:

461

﹈
を
参
照
せ
よ
。

・

（
８６
）
こ
の
よ
う
な
裁
判
の
一
例
を
紹
介
し
た
も
の
と
し
て
﹇A

nsārı̄
1383

﹈
が
あ
る
。

（
８７
）
﹇
桜
井

1999
:51

﹈

（
８８
）
﹇H

onar
1383

:689

﹈

（
８９
）
﹇K

etāb
:jozveh-ye

dovvom
va

seyyom
,64

﹈

モ
ハ
ン
マ
ド
・
ラ
マ
ザ
ー
ニ
ー
と
『
書
物K

etāb

』

八
五
（
八
五
）


